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〔主な内容〕

●町制施行40周年記念式典 （P2～3）

●地域の将来を考えてみませんか（P4～5）
（市町村合併はほんとうに必要なのでしょうか？）

●老人医療費分析調査結果 （P6～9）
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町
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典

一
月
二
十
日
、
暦
で
は
大
寒
と
い

う
一
年
の
中
で
最
も
寒
さ
の
厳
し
い

日
、
町
制
施
行
四
十
周
年
を
祝
福
す

る
よ
う
な
、
こ
の
季
節
で
は
め
ず
ら

し
い
雲
一
つ
無
い
晴
天
の
下
、
文
化

会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
記
念
式
典

を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
内
灘
町
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
た
方
々
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈

と
、
県
内
外
か
ら
ご
臨
席
い
た
だ
き

ま
し
た
多
数
の
来
賓
の
皆
様
よ
り
祝

辞
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク

昭
和
37
年
　
町
制
を
施
行
し
内
灘
町
と
な
る

40
年
　
内
灘
町
体
育
協
会
発
足
す
る

49
年
　
内
灘
町
消
防
署
業
務
を
開
始
す
る

52
年
　
第
１
回
内
灘
町
民
夏
ま
つ
り
開
催

54
年
　
町
の
木
、
町
の
花
、
町
の
鳥
制
定

内
灘
町
文
化
協
会
結
成
さ
れ
る

55
年
　
北
海
道
羽
幌
町
と
姉
妹
都
市
提
携

57
年
　
内
灘
町
民
憲
章
制
定

60
年
　
全
国
高
校
総
体
自
転
車
競
技
内
灘
町
で

開
催

平
成
元
年
　
第
１
回
日
本
海
凧
揚
げ
大
会
開
催

２
年

内
灘
砂
丘
放
水
路
温
泉
湧
出

３
年

石
川
国
体
秋
季
大
会
自
転
車
競
技
開
催

４
年

日
本
海
凧
揚
げ
大
会
、
世
界
の
凧
の
祭

典
と
し
て
実
施
さ
れ
る

第１回内灘町民夏まつり開催北海道羽幌町姉妹都市提携

中国呉江市長

馬
マー

明竜
ミンロン

氏

北海道羽幌町長
舟橋　泰博氏

●
来
賓
の
皆
様

衆
議
院
議
員

瓦
　
　
　
力
　
様

参
議
院
議
員

沓
掛
　
哲
男
　
様

参
議
院
議
員

岩
本
　
壮
太
　
様

石
川
県
知
事

谷
本
　
正
憲
　
様

石
川
県
議
会
副
議
長

紐
野
　
義
昭
　
様

石
川
県
議
会
議
員

八
十
出
泰
成
　
様

石
川
県
議
会
議
員

矢
田
　
富
郎
　
様

石
川
県
議
会
議
員

木
本
　
利
夫
　
様

羽
幌
町
長

舟
橋
　
泰
博
　
様

羽
幌
町
議
会
議
長

熊
谷
　
小
敏
　
様

呉
江
市
長

馬マ
ー

明
竜

ミ
ン
ロ
ン

様

呉
江
市
外
事
弁
公
室
主
任

沈
シ
ェ
ン

志ジ

剛ガ
ン

様

蘇
州
市
税
関
呉
江
駐
在
事
務
所
主
任

閻
イ
エ
ン

偉
国

ウ
エ
イ
グ
オ

様

呉
江
市
分
湖
レ
ジ
ャ
ー
リ
ゾ
ー
ト
区

管
理
委
員
会
副
主
任

殷イ
ン

建
芳

ジ
ェ
ン
フ
ア
ン

様

ソ
フ
ト
事
業
で
振
り
返
る 

 

ソ
フ
ト
事
業
で
振
り
返
る 

 

内
灘
町
40
年
の
歩
み 
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記
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典

シ
ョ
ン
で
は
大
根
布
在
住
の
野
沢
善

一
郎
さ
ん
（
バ
リ
ト
ン
）、
野
沢
知

佐
子
（
ピ
ア
ノ
）
ご
夫
妻
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
や
、
内
灘
町
和
太
鼓
協
会
・

民
謡
協
会
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
演
奏

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
会
場
を
訪
れ
た

多
く
の
町
民
と
共
に
手
作
り
の
式
典

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

町
発
展
の
礎
と
も
言
え
る
町
民

の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
パ
ワ
ー
を

内
外
に
力
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
と

共
に
、
内
灘
町
の
更
な
る
飛
躍
を

確
信
さ
せ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
式
典

と
な
り
ま
し
た
。

第
７
回
国
民
文
化
祭
「
海
の
う
た
」
全

国
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル
内
灘
町
で
開
催

５
年

中
国
呉
江
市
と
国
際
友
好
都
市
提
携

８
年
　
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム

導
入

10
年
　
生
涯
学
習
都
市
宣
言

第
１
回
内
灘
砂
丘
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開

催

11
年
　
内
灘
町
保
健
セ
ン
タ
ー
が
業
務
開
始

12
年
　
戸
籍
事
務
の
電
算
化

地
域
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
運
用
開
始

13
年
　
内
灘
砂
丘
文
芸
ス
ク
ー
ル
開
校

14
年
　
町
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典

世界の凧の祭典中国呉江市国際友好都市提携第１回内灘砂丘フェスティバル開催

呉
江
市
経
済
開
発
区
管
理
委
員
会

副
主
任

謝シ
ェ

慶チ
ン

様

呉
江
市
外
事
弁
公
室
副
科
長

兼
日
本
語
通
訳

呉ウ

新
宇

シ
ン
ユ

様

石
川
県
町
村
会
副
会
長

宇
ノ
気
町
長

宮
本
　
一
雄
　
様

石
川
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長

門
前
町
議
会
議
長

竹
田
　
一
郎
　
様

津
幡
町
長

矢
田
　
　
剛
　
様

河
北
郡
町
村
議
会
議
長
会
会
長

津
幡
町
議
会
議
長

荒
井
　
一
明
　
様

宇
ノ
気
町
議
会
議
長

山
田
　
孝
一
　
様

七
塚
町
長

油
野
和
一
郎
　
様

七
塚
町
議
会
議
長

西
谷
　
博
英
　
様

高
松
町
長

城
村
孝
一
郎
　
様

高
松
町
議
会
議
長

中
田
　
外
夫
　
様



◇住民サービスの水準低下を招く。
合併そのものが行政費用低減や職員数の削減をねらいとするものである限り、

合併することにより住民に対する窓口サービスの低下や、住民の声が行政施策

に反映し難くなることは避けられません。

例えば少子高齢化の今日にあって、町独自の老人医療費補助制度や温泉入浴料の無料制度、児童館を利用した学

童保育など、内灘町ならではの住民サービスは他市町との合併を想定すれば存続が難しくなります。

今後は地方分権により市町村の存在意義が重要視される中で、県内有数の健全財政を維持しつつ、内灘町は各施

設を通じての地域住民とのコミュニケーションをますます細やかにして住民の生活福祉の向上を図っていきたいと

考えています。

◇歴史、文化、伝統等が失われる。
内灘町には、先人達の努力によって継承されてきた歴史、文化、伝統が息づ

いておりますが、合併によりこれら地域の特徴はうすれていくと考えられます。

町内各地区に継承されている祭礼や伝統芸能、いまでは世界的な知名度を持

つ様になりました「世界の凧の祭典」、日本有数の規模をほこる海岸砂丘を舞

台とした「内灘砂丘フェスティバル」、町内各地区に配置された公民館を拠点とする各種生涯学習活動と県内初の議

会議決による「生涯学習都市宣言」など、いずれを見ましても他市町村に誇れるものです。

これら内灘町の文化的財産はその地域や住民に根ざしたものであり、人為的かつ近視眼的な合併論とは相反する

ものです。我々が継承してきたこうした町の大切な財産は、次代を担ってくれる子孫のために保存育成する努力は

しても、本意でない合併論議で消失させることがあってはならないと考えています。

◇内灘町の魅力度指数のアップについて。
平成13年の231項目にわたる客観的データ比較による、町の魅力度調査（産業能率大学調べ）では金沢市を100

として内灘町は106という調査結果が報告されました。４年前の同調査では金沢市100に対して内灘町が105であ

ったので、この４年間でより魅力的なまちになりつつあると結論付けられています。

同調査によりますと、都市インフラ整備等に関する生活基盤水準と、住民個人個人の生活行動の豊かさなどを示

す生活行動水準について評価が高まっており、特に都市計画道路の整備・内灘大橋の完成・白帆台ニュータウンの

完成・公民館の地域の拠点としての活動等がポイントアップの原因であると指摘しています。

今後は、適正な人口と可住地面積の中で、地域のコ

ミュニティを大切にした心の通い合うヒューマンネッ

トワークを如何に創造していくかが、内灘町をますま

す魅力的なものにするかどうかであると提言しており

ます。

　　くなりました。合併をしないと時代の波に取り残されてしま 
　　治体に合併は必要なのでしょうか。合併にはいくつかのメリ 
　　うか。今月の広報では、将来の市制をめざして新都市形成を 

　　みませんか 第2回 
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市
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村
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に
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て



　ＴＶ、新聞で市町村合併のニュースを見聞きすることが多　　
うのではと心配している人もいます。でも、すべての地方自　　
ットがあるといわれていますが内灘町に当てはまるのでしょ　　
進めている内灘町と合併問題について考えてみます。 

地域の将来を考えて　
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◇内灘町の財政面について。
全国的に話題となっています合併論議は、財政状況が悪化した市町村が多くなり、これを解決する一手段として

国が提唱しているものです。

県内41市町村ある中で、内灘町は基金残高の総額が約22億６千万円で、総合的な財政状況からみて健全な状態に

あります。したがって財政的な面からは他市町との合併が必要ではありません。また、県が提唱する市町村合併Ｂ

パターン（広報１月号）の人口要件も当町はクリアしています。

以下の表は内灘町の平成12年度財政状況を表すものです。

◇内灘町の住環境の整備面についてはどうでしょうか。
戦後の国の方針で、町並が南北に分断され、かつ産業振興を大前提とした各種施策の推進により、内灘町の環境

は大きく損なわれましたが、町民挙げての努力が払われた結果、私達は今日の内灘町の住環境を手にすることがで

きました。

昨年９月に完成した内灘大橋を筆頭に、都市計画道路整備と55ヶ所に及ぶ公園、総合公園内の各文化・スポーツ

施設、普及率93％と県内一の公共下水道、白帆台ニュータウンと内灘オーシャンフロントに代表される宅地開発、

町会毎に配置された公民館、安心して生活できる医療機関の充実など、他市町村に誇れるものばかりです。

財政指標

財 政 力 指 数

経常収支比率

0.486

83.7

14

2

18

4

町の財政力を示した指数。財政力指数が１を超えた場合地方交付税
の不交付団体となります。

公債費負担比率

起債制限比率

自主財源比率

住民一人当たり
地方債及び債務
負担行為残高

13.0

9.1

49.0

297
千円

4

3

12

1

9

1

1

1

一般財源総額に対する公債費（元利償還金）の割合。一般的には、
財政運営上、15％が警戒ライン、20％が危険ラインとされています。

地方債の許可制限に係る指標として地方債許可方針に規定されてい
ます。20％以上で事業種別で制限があります。

一般財源総額に対する自主的（地方税、分担金及び負担金、使用料
等）に収入しうる財源割合を示します。

資金調達のために負担する債務額。県内41市町村の住民一人当り
の借金平均は634千円です。内灘町は県内で最も少ない額になって
います。

義務的性格の経常経費（人件費、扶助費、公債費等）に経常一般財
源収入（地方税、地方交付税等）がどの程度充当されているか、財
政構造の弾力性を判断する指標。町村にあっては70％程度が妥当
と言われています。

数 値
順　位
上段 県内
下段 郡内

説　　　　　　　　　明
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老

人
医

療
費

内
灘
町
国
保
加
入
者
の
老
人
一
人
当
た
り
医
療

費
が
、
県
内
四
十
一
市
町
村
の
中
で
常
に
上
位

（
表
１
）
に
あ
り
、
市
町
村
平
均
値
に
比
べ
著
し

く
高
額
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
内
灘
町
国
保
は
金
沢
医
科
大
学
衛
生
学
教
室

に
医
療
費
分
析
調
査
を
依
頼
し
、
医
療
費
抑
制
の

た
め
の
有
効
な
施
策
を
模
索
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
こ
の
分
析
調
査
結
果
が
、
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
目
標
と

し
て
、
次
の
三
点
を
設
定
し
検
証
し
ま
し
た
。

１
　
内
灘
町
老
人
の
医
療
費
が
高
額
で
あ
る
の

は
、
健
康
状
態
が
他
の
市
町
村
に
比
べ
て
劣
っ

て
い
る
こ
と
が
原
因
な
の
か
。

２
　
内
灘
町
老
人
は
他
の
市
町
村
老
人
に
比
べ

て
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
頻
度
が
高
い
な
ど
受

療
行
動
に
特
徴
が
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
一
回

受
診
当
た
り
の
診
療
費
が
高
い
な
ど
、
医
療
機

関
の
診
療
行
為
に
特
徴
が
あ
る
の
か
。
そ
の
こ

と
が
医
療
費
の
増
加
に
関
係
し
て
い
る
の
か
。

３
　
内
灘
町
老
人
は
他
の
市
町
村
老
人
に
比
べ
よ

り
多
額
の
医
療
費
を
支
払
う
こ
と
で
、肉
体
的
、

精
神
的
健
康
度
を
高
く
維
持
し
、
生
活
を
楽
し

み
、
長
寿
で
あ
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
の
か
。

調
査
結
果
に
よ
る
と
、

１．

医
療
費
支
出
の
特
徴

医
療
費
の
要
素
別
（
表
２
）（
７
ペ
ー
ジ
）
で

み
る
と
、
内
灘
町
の
老
人
は
県
平
均
に
比
べ
て
入

院
受
診
率
が
や
や
高
く
、
入
院
外
（
外
来
）
の
受

診
率
は
か
な
り
高
い
。
ま
た
、
一
日
当
た
り
の
医

療
費
が
入
院
、
外
来
と
も
に
高
い
こ
と
が
特
徴
で

あ
る
。
こ
の
外
来
受
診
率
が
高
い
こ
と
と
一
日
当

た
り
医
療
費
の
高
い
こ
と
が
、
一
人
当
た
り
の
老

人
医
療
費
の
高
さ
に
反
映
し
て
い
る
。

２．

内
灘
町
老
人
の
健
康
水
準

こ
の
項
目
で
は
、
内
灘
町
老
人
の
一
人
当
た
り

の
医
療
費
が
他
の
県
内
市
町
村
に
比
べ
て
高
い
原

因
と
し
て
、
健
康
状
態
が
他
の
県
内
市
町
村
の
老

人
よ
り
も
劣
る
た
め
に
、
よ
り
多
く
の
医
療
を
必

要
と
す
る
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
か
を
検
討
し

た
。内

灘
町
住
民
の
平
均
余
命
（
表
３
）（
７
ペ
ー

ジ
）
は
、
い
ず
れ
の
年
齢
に
お
い
て
も
県
平
均
及

び
全
国
平
均
よ
り
も
長
く
、
内
灘
町
以
外
の
一
人

当
た
り
老
人
医
療
費
高
位
の
二
市
町
と
同
程
度
で

あ
る
。
一
方
、
低
位
の
三
市
町
で
は
県
平
均
よ
り

も
概
ね
短
い
。
祖
死
亡
率
は
年
齢
構
成
に
大
き
く

影
響
さ
れ
る
が
、
年
齢
調
整
後
の
死
亡
率
で
見
て

も
、
内
灘
町
の
死
亡
率
は
、
県
平
均
よ
り
低
く
、

一
人
当
た
り
老
人
医
療
費
高
位
の
二
市
町
と
同
程

度
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
は
、
内
灘
町
住
民
、
特
に

老
人
の
健
康
水
準
は
他
市
町
村
と
比
較
し
て
劣
る

も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
良
い
と
言
え
る
。

次
に
健
康
に
関
す
る
生
活
の
質
の
高
さ
に
つ
い

て
、
高
齢
者
実
態
調
査
結
果
か
ら
検
討
し
た
。

内
灘
町
老
人
は
、
買
い
物
・
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
外
出
す
る
割
合
が
県
平
均

と
比
較
し
て
高
く
、
社
交
的
、
活
動
的
で
あ
る
な

ど
、
健
康
に
関
連
す
る
生
活
の
質
は
他
市
町
村
に

比
べ
て
も
高
い
ほ
う
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

３．

県
内
市
町
村
で
の
老
人
医
療
費
と
健
康

水
準
の
関
係

内
灘
町
老
人
の
一
人
当
た
り
医
療
費
が
他
の
市

町
村
に
比
べ
高
い
原
因
は
、
健
康
状
態
が
劣
っ
て

い
る
た
め
で
は
な
か
っ
た
。
図
１
、
２
（
８
ペ
ー

ジ
）
は
、
老
人
の
一
人
当
た
り
医
療
費
と
六
十
五

歳
平
均
余
命
と
の
関
係
を
表
し
た
図
で
あ
る
が
、

男
女
と
も
医
療
費
が
高
額
に
な
る
ほ
ど
六
十
五
歳

平
均
余
命
が
延
び
る
傾
向
が
見
て
と
れ
、
医
療
費

が
高
い
こ
と
と
健
康
状
態
の
悪
さ
と
関
連
す
る
も

の
で
は
な
い
と
言
え
る
。

４．

県
内
市
町
村
の
老
人
医
療
費
の
高
低
に

関
す
る
要
因

表
４
（
８
ペ
ー
ジ
）
は
、
県
内
四
十
一
市
町
村

か
ら
過
去
数
年
間
一
人
当
た
り
老
人
医
療
費
が
高

位
で
あ
り
続
け
る
Ｇ
１
グ
ル
ー
プ
と
逆
に
低
位
で

あ
り
続
け
る
Ｇ
４
グ
ル
ー
プ
及
び
一
人
当
た
り
老

老
人
医
療
費
分
析 

　
　
　  

調
査
結
果 
老
人
医
療
費
分
析 

　
　
　  

調
査
結
果 
老
人
医
療
費
分
析 

　
　
　  

調
査
結
果 

内
灘
町
老
人
は
健
康
長
寿
で
も 

　
　
医
療
費
は
県
一
位
の
高
額 

表１ 県内年度別老人１人当たり医療費順位表

平成８年度

市町村名

内 灘 町

野々市町

金 沢 市

吉野谷村

宇ノ気町

平 均

１人当たり

1,108,699

1,067,840

1,017,669

1,009,597

1,006,806

916,961

平成９年度

市町村名

野々市町

七 塚 町

内 灘 町

高 松 町

金 沢 市

平 均

１人当たり

1,080,434

1,052,232

1,046,189

1,016,531

1,007,772

918,356

平成10年度

市町村名

野々市町

宇ノ気町

白 峰 村

高 松 町

金 沢 市

内 灘 町

平 均

１人当たり

1,070,065

1,030,208

1,016,054

1,010,863

1,001,532

974,861

913,074

平成11年度

市町村名

内 灘 町

宇ノ気町

白 峰 村

野々市町

七 塚 町

平 均

１人当たり

1,120,948

1,093,770

1,059,407

1,050,086

1,044,229

933,269

平成12年度

市町村名

白 峰 村

内 灘 町

高 松 町

金 沢 市

野々市町

平 均

１人当たり

952,388

946,017

917,673

900,995

897,215

826,869

順位

１

２

３

４

５

８

（単位：円）

※１人当たり医療費 ＝
各年度の総医療費

各年度の平均被保険者数
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老

人
医

療
費

人
医
療
費
が
高
位
か
ら
低
下
し
た
Ｇ
２
グ
ル
ー
プ
、

そ
し
て
逆
に
上
昇
し
た
Ｇ
３
グ
ル
ー
プ
を
選
び
、

一
件
当
た
り
診
療
日
数
お
よ
び
費
用
、
医
療
機
関

数
、
病
床
数
、
医
師
数
な
ど
の
医
療
供
給
体
制
を

比
較
し
て
い
ま
す
。

医
療
供
給
体
制
で
は
、
内
灘
町
に
は
大
学
病
院

が
あ
る
た
め
に
病
床
数
と
医
師
数
が
際
立
っ
て
多

い
が
、
人
口
規
模
を
考
慮
す
る
と
グ
ル
ー
プ
１
の

野
々
市
町
と
グ
ル
ー
プ
３
の
高
松
町
、
辰
口
町
は

ほ
ぼ
同
程
度
に
病
床
数
や
医
師
数
が
あ
り
、
グ
ル

ー
プ
２
や
４
に
比
べ
て
高
い
と
言
え
る
。
宇
ノ
気

町
自
体
は
、
医
療
機
関
数
や
医
師
数
が
多
く
な
い

が
、
内
灘
町
に
隣
接
し
て
い
て
大
学
病
院
ま
で
の

距
離
は
近
い
。
グ
ル
ー
プ
４
の
地
域
は
、
病
院
と

病
床
数
は
少
な
い
が
診
療
所
数
は
比
較
的
多
い
。

病
床
数
、
医
師
数
が
多
い
地
域
で
は
入
院
受
診
率

が
高
く
、
診
療
所
数
が
多
い
と
入
院
外
（
外
来
）

受
診
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、
老
人
の
受
診
行
動
は

医
療
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
に
強
く
依
存
し

て
い
る
と
言
え
る
。

内
灘
町
の
老
人
に
限
っ
て
言
う
と
、
入
院
に
つ

い
て
は
、
受
診
率
は
県
平
均
よ
り
わ
ず
か
に
高
い

程
度
で
あ
る
が
、
一
件
当
た
り
費
用
は
か
な
り
高

い
。
外
来
で
は
、
受
診
率
が
県
平
均
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
て
、
一
件
当
た
り
費
用
が
県
平
均
を
わ

ず
か
に
上
回
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
高
度
診

療
機
能
を
持
つ
大
学
病
院
の
近
隣
に
居
住
す
る
内

灘
町
の
老
人
は
、
入
院
に
際
し
て
は
、
高
度
か
つ

濃
密
な
医
療
を
受
け
る
傾
向
が
あ
り
、
外
来
受
診

の
場
合
は
、
一
回
の
通
院
で
同
時
に
複
数
診
療
科

を
受
診
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
受
診

率
が
上
昇
す
る
こ
と
を
推
察
さ
せ
る
。
そ
の
結
果
、

一
日
当
た
り
医
療
費
が
高
く
な
り
、
一
人
当
た
り

医
療
費
の
上
昇
を
も
た
ら
す
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

表３ 内灘町と１人当たり老人医療費高位および低位市町村の住民平均余命と死亡率

表２ 要素別にみた内灘町の医療費レベル

①受診率（平成11年度末）…100人当たりの診療報酬明細書の数

一　　般

退　　職

老　　人

入 　 院

内 灘 町
県市町村平均

（）内は町村平均

入 院 外

内 灘 町
県市町村平均

（）内は町村平均

20.5
42.6
113.3

328.1（27.6）
337.4（36.5）
110.7（105.5）

573.7
1241.4
1641.7

3591.8（595.1）
1154.5（1135.3）
1481.9（1455.3）

②１件当たり日数（平成11年度末）

一　　般

退　　職

老　　人

入 　 院

内 灘 町
県市町村平均

（）内は町村平均

入 院 外

内 灘 町
県市町村平均

（）内は町村平均

17.84
18.33
22.06

20.36（20.26）
17.64（17.72）
21.16（20.94）

1.98
2.21
2.41

2.04（2.01）
2.22（2.17）
2.65（2.54）

③１日当たり医療費（平成11年度末）

一　　般

退　　職

老　　人

入 　 院

内 灘 町
県市町村平均

（）内は町村平均

入 院 外

内 灘 町
県市町村平均

（）内は町村平均

21,168
28,074
21,996

17,300（17765）
24,361（24446）
18,850（19454）

7,862
7,109
9,291

7,233（7545）
7,300（7518）
8,092（8429）

０歳男余命
０歳女余命
65～69歳男
65～69歳女
75～79歳男
75～79歳女

死亡率（10万対）
年齢調整後

78.30
85.05
17.40
23.14
11.09
15.16
513.2
438.3

78.07
85.16
17.29
22.98
10.49
14.96
694.9
450.8

79.32
85.16
18.74
22.68
12.48
14.27
438.9
422.3

75.08
83.17
16.83
21.51
10.18
12.84
1388.1
537.3

76.40
84.57
16.95
22.66
9.86
14.23
1317.0
560.5

78.77
85.05
17.40
22.80
10.55
14.31
1903.2
502.9

77.86
84.99
17.32
22.86
10.57
14.77
800.3
462.8

77.19
83.82
17.02
21.75
10.29
13.58
747.7

内灘町
老人医療費高位
金沢市　　野々市町

老人医療費低位
珠洲市 輪島市 門前町 石川県 全　国

（単位：円）
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表４ １人当たり老人医療費の高額順位別の市町村グループでの医療供給体制

Ｇ１　　内灘町

宇ノ気町

野々市町

Ｇ２　　尾口村

吉野谷村

鳥越村

Ｇ３　　七塚町

高松町

辰口町

Ｇ４　　珠洲市

門前町

内浦町

113.3

124.5

136.9

106.4

103.3

78.3

126.4

128.1

98.9

65.6

79.1

80.0

1642

1423

1422

1449

1342

1401

1399

1352

1483

1539

1520

1551

48.5

44.8

36.5

35.2

41.6

40.7

42.6

43.3

40.4

38.4

35.8

39.4

2.24

2.42

2.39

2.05

2.64

2.87

2.33

2.52

1.97

1.87

1.94

1.97

2

1

6

0

0

0

0

2

1

1

0

0

12

6

27

0

3

2

6

6

5

12

9

2

1126

39

791

0

0

0

19

623

300

251

44

16

411

7

46

0

1

1

7

20

32

29

7

2

受 診 率
入　院　　　入院外

１件費用（万円）
入　院　　　入院外

医療供給体制
病　院 診療所 病　床 医　師

23.00 

21.00 

19.00 

17.00 

15.00 

13.00
500　　600　　700　　800　　900　　1000　　1100　　1200

平均余命（年） 

１人当たり療養諸費（千円） 

珠洲市 

門前町 

輪島市 金沢市 

内灘町 

野々市町 

ｙ＝0.0012x＋16.361 
Ｒ2＝0.0349

27.00 

25.00 

23.00 

21.00 

19.00 

17.00
500　　600　　700　　800　　900　　1000　　1100　　1200

平均余命（年） 

１人当たり療養諸費（千円） 

珠洲市 

門前町 

輪島市 

金沢市 

内灘町 

野々市町 

ｙ＝0.002x+21.211 
R2＝0.0334

図１ 

図２ 

老
人
医
療
費
と
平
均
余
命
（
男
65
歳
）
平
成
９
年 

老
人
医
療
費
と
平
均
余
命
（
女
65
歳
）
平
成
９
年 
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老

人
医

療
費

《
あ
る
重
複
受
診
の
例
》

階
段
を
踏
み
外
し
て
足
首
を
痛
め
た
Ａ
子
さ
ん
。
Ｂ
整
形
外
科
医
院
を
受
診
し
、
捻
挫
と
言
わ
れ
飲

み
薬
と
湿
布
を
も
ら
い
ま
し
た
。
二
日
た
っ
て
も
痛
み
は
治
ま
ら
ず
、
歩
け
な
い
位
に
な
り
「
本
当
に

捻
挫
だ
け
な
の
だ
ろ
う
か
」
と
心
配
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
三
日
目
に
Ｃ
病
院
を
受
診
し
ま
し
た
。

Ｂ
整
形
外
科
と
同
じ
よ
う
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
と
り
、
や
は
り
捻
挫
と
言
わ
れ
、
同
じ
よ
う
な
飲
み
薬
と

湿
布
を
も
ら
い
ま
し
た
。「
や
っ
ぱ
り
捻
挫
だ
っ
た
。」
と
ほ
っ
と
し
た
も
の
の
、
安
静
に
し
て
日
が
経

た
な
い
と
治
ら
な
い
な
と
納
得
し
ま
し
た
。
ど
っ
ち
の
薬
を
飲
も
う
か
と
迷
い
、
な
ん
と
な
く
Ｃ
病
院

の
薬
だ
け
飲
み
ま
し
た
。

さ
て
、
皆
さ
ん
も
Ａ
子
さ
ん
の
よ
う
な
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

Ａ
子
さ
ん
の
行
動
は
、
重
複
受
診
に
な
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
薬
を
２
ヵ
所
か
ら
も
ら
い
、
飲
ま
な

か
っ
た
薬
は
無
駄
に
な
り
ま
す
ね
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
も
二
回
受
け
ま
し
た
。
初
診
料
も
二
ヵ
所
分
払
い
ま

し
た
。

で
も
、
Ａ
子
さ
ん
の
気
持
ち
も
良
く
わ
か
り
ま
す
よ
ね
。
痛
く
て
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
の
で
し

ょ
う
。

で
は
、
重
複
受
診
を
す
る
以
外
に
ど
ん
な
方
法
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

�
Ｂ
医
師
は
も
う
一
度
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
見
せ
て
今
の
状
態
を
説
明
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

こ
の
痛
み
が
い
つ
頃
ま
で
続
く
の
か
、
な
ど
も
説
明
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
更
に
、
注
射
を
し

た
り
、
座
薬
を
追
加
し
て
く
れ
た
り
、
今
の
痛
み
に
対
し
て
対
処
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

�
初
回
の
受
診
が
無
駄
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
。

�
Ｃ
医
師
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
と
り
診
断
し
、
説
明
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
Ｂ
整
形
外
科
の
薬
で
良

い
と
判
断
す
れ
ば
同
じ
よ
う
な
薬
は
出
さ
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
更
に
必
要
で
あ
れ
ば
追
加
の

薬
や
処
置
を
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

�
Ｂ
整
形
外
科
の
薬
は
無
駄
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
。

「
こ
ん
な
こ
と
を
聞
い
た
ら
お
医
者
さ
ん
は
嫌
が
る
の
で
は
な
い
か
」
な
ん
て
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

あ
な
た
の
い
ろ
ん
な
訴
え
は
す
べ
て
治
療
に
つ
な
が
り
ま
す
。
気
軽
に
相
談
で
き
る
か
か
り
つ
け
医
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
上
手
な
お
医
者
さ
ん
へ
の
か
か
り
方
の
第
一
歩
で
す
。

以
上
の
結
果
か
ら
、
内
灘
町
老
人
の
平
均
余
命

が
他
市
町
村
に
比
べ
長
く
、
健
康
状
態
が
良
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
医
療
費
が
高
い
要
因
と
し
て
、
町

が
都
市
化
し
大
学
病
院
が
存
在
す
る
な
ど
、
医
療

供
給
量
が
大
き
く
医
療
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
が

良
い
た
め
、入
院
外
来
と
も
受
診
率
が
高
く
な
り
、

結
果
と
し
て
一
人
当
た
り
の
医
療
費
が
上
昇
す
る

と
報
告
し
て
い
ま
す
。

い
い
か
え
れ
ば
、
内
灘
町
は
、
良
質
な
医
療
を

適
度
に
受
診
で
き
る
環
境
を
整
え
た
こ
と
に
よ
り
、

他
市
町
村
よ
り
平
均
余
命
が
長
く
健
康
長
寿
社
会

の
形
成
が
な
し
得
ら
れ
た
と
言
え
ま
す
。
金
沢
医

科
大
学
病
院
の
誘
致
や
老
人
医
療
の
助
成
事
業

等
、
町
独
自
の
施
策
を
展
開
し
た
結
果
で
あ
り
、

高
齢
者
福
祉
施
策
の
大
き
な
成
果
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
現
行
の
保
険
制
度
で
は
、
必
要
な
医

療
費
に
応
じ
て
住
民
に
応
分
の
負
担
を
求
め
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
医
療
費
の
抑
制
は
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

良
質
な
医
療
を
必
要
な
と
き
に
適
切
に
受
け
る

こ
と
は
、
病
気
の
重
症
化
を
未
然
に
防
ぎ
、
健
康

で
長
寿
な
お
年
寄
り
に
な
る
こ
と
は
調
査
結
果
に

よ
り
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
十
三
年
度

に
内
灘
町
国
民
健
康
保
険
が
診
療
報
酬
内
容
を
点

検
し
た
と
こ
ろ
、
長
期
間
に
渡
り
同
一
月
に
同
一

病
名
で
、
二
医
療
機
関
に
受
診
し
同
じ
効
能
の
薬

を
調
剤
す
る
な
ど
、
明
ら
か
に
無
駄
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
長
期
間
に
渡
っ
て
受
診
す
る
ケ
ー
ス
は
稀
で

す
が
、
短
期
間
に
受
診
す
る
ケ
ー
ス
は
多
数
見
つ

か
り
ま
す
。
こ
う
い
う
ケ
ー
ス
は
、
医
療
費
の
無

駄
使
い
と
同
時
に
適
量
以
上
の
薬
を
内
服
す
る
こ

と
は
、
自
身
の
身
体
に
害
を
及
ぼ
す
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

健
康
長
寿
社
会
は
、
医
療
費
に
よ
る 

　
　
　
　
住
民
負
担
を
大
き
く
す
る 

 

無
駄
な
医
療
費
支
出
を 

　
　
　
　
　
　
　
無
く
そ
う 

医
療
費
を
大
切
に
使
お
う 

1

2

3

4

5

6

病気の早期発見と 
早期治療を 
心がけよう 

医師を信頼し、 
指示を守ろう 

定期的に 
健康診断を 
受けよう 

薬はお医者さんの 
指示通り正しく 
服用しよう 

同じ病気で 
いくつもの 
お医者さんに 
かかるのはやめよう 

かかりつけ医を 
持とう 

保
健
婦
さ
ん
か
ら
一
言

医療費に関心を持ち、お医者さんへのかかり方を
考えてみましょう。

その１

二
日
目
に
、
も
う
一
度
Ｂ
整
形
外
科
を
受
診
し
、「
痛
み
が
治
ま
ら
な
い
。」「
骨
は
折
れ

て
い
な
い
の
か
。」
な
ど
自
分
の
思
い
を
訴
え
ま
し
た
。

その２

家
人
に
勧
め
ら
れ
Ｃ
病
院
に
改
め
て
受
診
し
ま
し
た
。
Ｃ
病
院
で
Ｂ
整
形
外
科
を
受
診
し

た
こ
と
を
話
し
、
痛
み
が
治
ま
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
話
す
。
も
ら
っ
た
薬
も
見
せ
る
。

問
い
合
わ
せ
先

保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険
係
☎
２
８
６
―
６
７
０
２



2002.2.5.（10）

税

の

申

告

「確定申告
」自分で書いて、お早めに

税務署では、「納税者の方が自ら正しい申告と納税を行う」という申告納税制度の趣
旨から、確定申告等をご自分で正しく作成していただく「自書申告」を推進しています。

確定申告が必要な人

（1）事業所得や不動産所得がある人

（2）公的年金を受けている人

（対象外の人もいます。）

（3）譲渡（土地・建物等）所得がある人

（4）給与所得のある人

（以下の人が対象となります。）

・給与収入が２千万円を超える人

・給与所得以外の所得の合計が20万円を超える人

・２ヶ所以上から給与をもらっている人

青色申告のおすすめ　
～節税と経営は、記帳から～

青色申告をする人には所得計算上、数多くの特

典が認められており、節税効果も大きいことから

納税者の皆様にとって大変有利な制度です。

事業所得、不動産所得及び山林所得のある方で

青色申告を希望される方は、青色申告をしようと

する年の３月15日までに「所得税の青色申告の承

認申請書」を税務署へ提出してください。

金沢税務署で申告相談及び受付を行います。

（1）受付期間　２月18日（月）～３月15日（金）

（ただし、土曜日、日曜日を除きます。）

※還付申告につきましては、

平成14年２月１日（金）から３月15日（金）まで

申告相談及び受付を行います。

（2）受付時間　午前９時～12時・午後1時～４時

申告書は、郵送でも提出できます。

ご自分で作成した確定申告書は、郵送でも提出

できますので、添付書類の添付もれがないか確認

の上、税務署までお送りください。

所得税等の問い合わせ先

金沢税務署

〒920－8505 金沢市西念３丁目４番１号
☎261－3221（代表）

金沢駅広域還付申告センター
を設置します。

金沢税務署では、北陸税理士会金沢支部との共

催により、確定申告期における納税者サービスの

充実を図るため、ＪＲ金沢駅西口「ふれあいプラ

ザ」内に「金沢駅広域還付申告センター」を設置

し、確定申告書用紙等の配布、還付申告書の収受

等を行います。同センター内には、音声案内によ

り誰でも簡単に申告書の作成、計算確認ができる

「タッチパネル方式による自動申告書作成機」を設

置していますのでご利用ください。

（1）開設期間　２月１日（金）～２月28日（木）

（ただし、土曜日、日曜及び祝日を除きます。）

（2）開設時間　午前９時～12時・午後１時～４時



2002.2.5.（11）

税

の

申

告

納
期
限
　
平
成
14
年
２
月
28
日
（
木
）

（
町
税
は
、納
期
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。）

○
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第
４
期
）

○
国
民
健
康
保
険
税
　
　

（
第
11
期
）

※
　
町
税
（
町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保

険
税
）
の
納
税
は
便
利
で
簡
単
な
手
続
き

の
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

手
続
き
方
法

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座

使
用
印
を
お
持
ち
の
上
、
次
の
金
融
機
関

又
は
役
場
窓
口
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
石
川
銀
行

福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行

金
沢
信
用
金
庫

石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合

郵
便
局

今
月
の
納
税

町民税・県民税の申告が必要な人 

※上記、申告相談等の受付時間（午前９時～午後４時） 

　内灘町では、町県民税の申告のほか、所得税確定申告のうち給与
の合算、公的年金、還付申告の申告相談及び受付を行います。 

町民税・県民税の申告が必要な人 

申告受付期間　平成14年２月18日（月）～３月15日（金） 申告受付期間　平成14年２月18日（月）～３月15日（金） 

申告受付場所　内灘町役場　１階101会議室 申告受付場所　内灘町役場　１階101会議室 

町県民税の問い合わせ先 町県民税の問い合わせ先 

　平成14年１月１日現在、内灘町に在住で次に該当する方。 
（ただし、所得税の確定申告書を提出した人は町県民税の申告をする必要はありません。） 

 
（1）平成13年中に所得があった人。 
（2）給与所得者又は公的年金のみの所得者で 

①　勤務先から給与支払報告書が提出されなかった人。 
　　（日給・パート等で働いてる人を含む。） 
②　年金支払者から公的年金等支払報告書が提出されなかった人。 
③　給与所得又は公的年金等に係る雑所得以外の所得のあった人。 

（3）その他、町から申告をお願いした人。 

　（ただし、土曜日、日曜日を除きます。） 

上記のほか下記の日程で各地区の申告相談及び受付を行います。 

総務部税務課　☎286－6706

月　　　日 地　区　名 会　　場 月　　　日 地　区　名 会　　場 

２月22日（金） 

２月25日（月） 

２月26日（火） 
 

２月27日（水） 

大清台・大学・ハマナス 

大根布 

宮坂･北部土地区画 

室 

西荒屋 

内灘町役場 

大根布公民館 

宮坂公民館 

室 公 民 館 

西荒屋公民館 

２月28日（木） 

３月１日（金） 

３月４日（月） 

３月５日（火） 

３月６日（水） 

鶴ヶ丘西・鶴ヶ丘北 

鶴ヶ丘東 

向陽台・アカシア 

緑台・千鳥台 

向粟崎・旭ヶ丘 

鶴ヶ丘西公民館 

鶴ヶ丘東公民館 

向陽台公民館 

緑台公民館 

向粟崎公民館 
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消
防

だ
よ

り

輝
か
し
い
新
春
を
飾
る
内
灘
町
消

防
団
出
初
式
が
、
一
月
四
日
（
金
）

七
時
三
十
分
か
ら
内
灘
町
文
化
会
館

で
来
賓
多
数
出
席
の
も
と
、
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
分
列
行
進
に
始
ま
り
、
人

員
報
告
、
観
閲
と
続
き
、
岩
本
町
長

の
式
辞
、
橋
本
団
長
の
訓
示
の
後
、

長
年
消
防
活
動
に
従
事
し
退
団
さ
れ

た
方
や
、
功
労
の
あ
っ
た
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
河
北
潟
放
水
路
で
、
今

年
一
年
の
町
民

の
安
全
を
願

い
、
消
防
ポ
ン

プ
車
に
よ
る
一

斉
放
水
を
行

い
、
災
害
の
な

い
年
で
あ
る
こ

と
を
祈
り
ま
し

た
。ま

た
、
十
一
時
か
ら
は
、
サ
ン
セ

ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
内
灘
の
開
通
記
念
と

し
て
、
十
九
年
ぶ
り
に
内
灘
町
で
、

河
北
郡
消
防
団
連
合
会
出
初
式
が
行

わ
れ
、
郡
内
五
町
の
消
防
団
員
四
百

保
育
士
救
命
講
習
を
受
講

町
立
保
育
所
、
鶴
が
丘
乳
児
保
育

園
、
向
陽
台
保
育
園
の
保
育
士
百
名

が
こ
の
ほ
ど
普
通
救
命
講
習
を
受
講

し
ま
し
た
。

保
育
士
の
皆
さ
ん
は
、
大
切
な
お

子
さ
ん
を
預
か
る
と
い
う
重
責
を
担

っ
て
お
り
、
人
工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
の
実
技
で
は
真
剣
そ
の

も
の
。

通
報
か
ら
救
急
車
が
到
着
す
る
ま

で
の
空
白
の
五
分
間
を
う
め
る
た
め

に
、
一
生
懸
命
取
り
組
み
、
担
当
し

た
救
急
救
命
士
に
多
く
の
質
問
を
投

げ
掛
け
る
等
熱
心
さ
が
伺
え
、
あ
っ

と
い
う
間
に
三
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

空
白
の
五
分
間
と
は

―

一
一
九
番
通
報
か
ら
救
急
車
が
傷
病

者
の
発
生
し
た
場
所
に
到
着
す
る
ま
で

の
全
国
の
平
均
時
間
で
す
。
こ
の
到
着

ま
で
の
五
分
間
、
何
も
処
置
さ
れ
て
い

な
い
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
ま
す
。

ド
リ
ン
カ
ー
博
士
の
示
し
た
救
命
曲

線
に
よ
れ
ば
、
心
臓
が
停
止
し
て
か
ら

人
工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
っ

た
場
合
、
三
分
以
内
で
七
五
％
、
五
分

で
は
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
蘇
生
率
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
救
急

車
が
到
着
す
る
ま
で
に
、
そ
の
場
に
居

合
わ
せ
た
方
の
応
急
処
置
が
大
変
重
要

な
の
で
す
。

河
北
郡
消
防
団
連
合
会
出
初
式
を

十
九
年
ぶ
り
に
内
灘
町
で
開
催

余
名
が
内
灘
町
に
集
ま
り
ま
し
た
。

当
日
は
厳
寒
の
中
、
河
北
潟
放
水

路
右
岸
に
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
二
十

二
台
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、
サ
ン

セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
内
灘
を
バ
ッ
ク

に
、
裸
放
水
を
披
露
し
て
、
二
十
二

本
の
水
柱
は
高
々
と
あ
が
り
、
今
年

の
無
火
災
を
祈
る
団
員
の
意
気
込
み

が
、
力
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
表
彰
さ
れ
た
方
々
は

次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

消
防
庁
長
官
退
団
者
報
償

元
第
三
分
団

分
団
長
　
岡
部
　
光
智

内
灘
町
長
退
団
者
報
償

元
内
灘
町
消
防
団

団
長
　
前
崎
　
和
夫

元
第
二
分
団

団
員
　
曲
直
瀬
　
洋

石
川
県
知
事
永
年
勤
続
功
労
章

第
一
分
団
　
班
長
　
島
田
　
　
勉

内
灘
町
長
功
労
章

第
二
分
団
　
団
員
　
銭
丸
　
一
久

第
二
分
団
　
団
員
　
高
井
　
　
豊

第
二
分
団
　
団
員
　
道
村
　
将
人

第
三
分
団
　
団
員
　
広
瀬
　
　
剛

第
四
分
団
　
団
員
　
西
川
　
　
宗

第
四
分
団
　
団
員
　
生
田
　
康
晴

消
防
団
長
功
労
章

第
一
分
団
　
団
員
　
浅
井
　
泰
彦

第
一
分
団
　
団
員
　
並
田
　
忠
政

第
一
分
団
　
団
員
　
喜
多
　
　
肇

第
三
分
団
　
団
員
　
前
崎
　
　
誠

第
四
分
団
　
団
員
　
飯
田
　
　
尚

緊急時の通報

火災・救急・救助は

119番
火災等情報案内 286-1999
消防署一般電話 286-3301

平
成
十
三
年
中
の
火
災
・
救
急
出
動
状
況 

　
平
成
十
三
年
中
（
一
月
〜
十
二
月
）
の
火
災
及
び
救
急
出
動
状
況
を

と
り
ま
と
め
ま
し
た
。 

　
火
災
件
数
は
六
件
で
、
そ
の
う
ち
四
件
が
建
物
火
災
で
町
民
の
火
災

予
防
の
ご
協
力
に
よ
り
、
六
件
の
大
幅
な
減
少
と
な
り
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
四
月
に
は
、
死
者
一
名
の
建
物
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。 

　
救
急
出
動
件
数
に
つ
い
て
は
五
百
二
十
七
件
で
、
昨
年
よ
り
六
十
七

件
増
加
し
、
搬
送
人
員
は
五
百
十

三
人
で
、
町
民
の
五
十
二
人
に
一

人
が
搬
送
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

　
救
急
出
動
は
、
年
々
増
加
し
て

お
り
、
救
急
車
で
搬
送
を
必
要
と

し
な
い
、
比
較
的
軽
微
な
病
気
や

怪
我
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
他
の

緊
急
の
場
合
、
出
動
が
困
難
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。 

平成13年緊急出動状況 

301件 
93件 93件 93件 

88件 

5件 
4件 
4件 
3件 

1件 
25件 

3件 
急病 
交通 
一般負傷 
自損行為 
加害 
運動競技 
労働災害 
水難 
火災 
その他 
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図

書
館
情

報

●『
救
命
セ
ン
タ
ー
当
直
日
誌
』

浜は
ま

辺べ

祐
一

ゆ
う
い
ち

著

救
命
し
よ
う
と
す
る
こ
と
だ
け
が
、
医
者
の
役
割

な
の
で
は
な
い
。
何
を
ど
う
や
っ
て
も
助
か
ら
な
い
患
者
を
、
い
か
に
そ
の

人
ら
し
く
安
ら
か
に
往
生
さ
せ
る
か
、
そ
れ
も
大
切
な
仕
事
な
の
で
あ
る
。

危
機
に
瀕
し
た
患
者
を
め
ぐ
る
医
療
の
建
前
と
現
実
。
命
の
尊
さ
と
は
か
な

さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
一
冊
。

濡
れ
防
ぐ
　

マ
フ
ラ
ー
巻
い
た

愛
読
書
・・・・・・。

◇
新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

こ
と
ば
の
種た

ね

ま
き

山
崎

や
ま
ざ
き

慶け
い

子こ

女お
ん
なざ
か
り
の
プ
ラ
イ
ド

岸
本

き
し
も
と

裕
紀
子

ゆ

き

こ

敗
北

は
い
ぼ
く

を
抱だ

き
し
め
て
上
・
下

ジ
ョ
ン
　
ダ
ワ
ー

入
門
中
国

に
ゅ
う
も
ん
ち
ゅ
う
ご
く
の
歴れ

き

史し

小こ

島じ
ま

晋し
ん

治じ

「
タ
リ
バ
ン
戦
争

せ
ん
そ
う

」の
謎な

ぞ

祥
伝
社

し
ょ
う
で
ん
し
ゃ

き
れ
い
に
歩あ

る

い
て
も
っ
と
素す

敵て
き

に

永な
が

井い

レ
イ

ぼ
く
ら
の
な
ま
え
は
ぐ
り
と
ぐ
ら

福
音
館

ふ
く
い
ん
か
ん

書
店

し
ょ
て
ん

ひ
と
り
暮ぐ

ら
し

谷
川

た
に
か
わ

俊
太
郎

し
ゅ
ん
た
ろ
う

残
響

ざ
ん
き
ょ
う

柴し
ば

田た

よ
し
き

利
家

と
し
い
え

と
ま
つ
上
・
下

竹
山

た
け
や
ま

洋よ
う

手て

紙が
み

山
本

や
ま
も
と

昌ま
さ

代よ

前ま
え

田だ

利
家

と
し
い
え

の
謎な

ぞ

菊き
く

池ち

紳
一

し
ん
い
ち

快
老

か
い
ろ
う

の
ス
タ
イ
ル

松
永

ま
つ
な
が

伍ご

一い
ち

四
十
雀

し
じ
ゅ
う
か
ら

の
恋こ

い

紫
門

さ
い
も
ん

ふ
み

他

多

数

図
書
館
情
報

「
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
―
内
灘
」 

を
出
版
さ
れ
、
当
図
書
館
へ
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

図
書
館
に
対
す
る
ご
意
見
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
図
書
の
所
蔵
や

予
約
は
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
も
、
図
書
館
の
蔵
書
が
検
索
で

き
ま
す
。

☎
２
８
６
―

１
９
３
０

FAX
２
８
６
―

１
９
３
１

http://w
w
w
.tow

n.uchinada.
ishikaw

a.jp/osirase/toshokan

◇
今
月
の
オ
ス
ス
メ
の
本●『

夫
か
ら
妻
へ
、
妻
か
ら
夫
へ

六
十
歳
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
』

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
　
編

時
に
は
諍
い
な
が
ら
、
寄
り
添
い
、
助
け
合
い
、
共
に
歩
ん
で
数
十
年
。

ハ
ガ
キ
一
枚
に
素
直
な
想
い
と
感
謝
を
こ
め
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
に
贈
ら
れ
た

百
六
十
五
枚
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
。
夫
婦
間
の
人
間
ド
ラ
マ
が
凝
縮
さ
れ
た
感
動

本
で
す
。

●『
ぼ
く
ら
は
み
ん
な
生
き
て
い
る
』

坪
倉

つ
ぼ
く
ら

優
介

ゆ
う
す
け

著

帰
宅
途
中
に
乗
っ
て
い
た
ス
ク
ー
タ
ー
が
、
ト
ラ

ッ
ク
に
激
突
。
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
る
が
意
識
不
明
の
重
体
に
お
ち
い
る
。

集
中
治
療
室
に
入
っ
て
十
日
後
、
奇
跡
的
に
目
覚
め
る
。
し
か
し
、
両
親
の

こ
と
も
、
友
人
の
こ
と
も
、
そ
し
て
自
分
自
身
の
こ
と
も
、
何
も
か
も
す
べ

て
、
忘
れ
て
い
た
・・・。
十
八
歳
で
す
べ
て
の
記
憶
を
失
く
し
た
青
年
の
手
記
。

〔
「
版
画
　
の
は
ら
の
う
た
」 

　
　
　
詩
・
く
ど
う
な
お
こ
　
童
話
社
刊
〕 

長
期
間
実
施
し
て
い
る
「
図
書
の

予
約
」「
希
望
図
書
の
リ
ク
エ
ス
ト
」

「
お
は
な
し
会
」「
移
動
図
書
館
車
の

巡
回
」
の
認
知
度
が
高
い
。
し
か
し
、

一
昨
年
の
十
月
か
ら
実
施
し
た
自
宅

か
ら
の
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

蔵
書
検
索
」
は
認
知
度
が
低
い
。
も

っ
と
利
便
性
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、「
お
は

な
し
会
」
に
つ
い
て
は
男
女
間
に
認

知
度
の
差
が
あ
り
、
子
ど
も
の
読
書

に
つ
い
て
関
心
の
差
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

※
複
数
回
答
あ
り

先
月
号
に
引
き
続
き
、
十
月
二
日（
火
）〜
六
日（
土
）ま
で
実
施
し
ま
し
た
、

図
書
館
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
の
一
部
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

対
象：

一
般
利
用
者
三
百
名
（
男
性：

九
十
五
名

女
性：

二
百
五
名
）

図書の予約 

希望図書のリクエスト 

調べものの相談 

インターネットによる蔵書検索 

資料のコピー 

おはなし会 

移動図書館車の巡回 

館内のインターネット利用体験 

無記入 

男 

女 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90％ 

74
84

56
66

21
20

3
11

33
31

31
66

59
79

14
17

12
3 ※複数回答あり※複数回答あり ※複数回答あり 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
集
計
結
果
よ
り 

3
その 

問

内
灘
町
立
図
書
館
が
実
施
し

て
い
る
左
記
の
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
ご
存
知
の
も
の
を

す
べ
て
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
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成

人

式

新成人を代表し、成人式実行委員会の皆さんに成人を迎えた感想を語ってもらいました。 

新成
人388名の新たなる旅立ち

１月13日  内灘町文化会館 

１月13日、晴れて成人式を迎えること
ができ、とてもうれしく思います。
個人的にはまだ19歳なので、「真の20歳」

ではありませんが、振り袖を着て式に出席すると、気持ち
が引き締まりました。しかし「大人になった」と実感する
にはまだまだ時間がかかりそうです。
こんな私ですが、４月からは社会人として新しい世界に
飛び込みます。知的障害を持つ子どもたちと関わる仕事で
す。祝辞にもありましたが、私もこれからは様々なボラン
ティア活動を通して、偏見のない社会になっていけばいい
なと感じました。少しでも理想の社会に近づけるように、
自分が架け橋になれるように日々努力していきたいです。

船本
ふなもと

晴
はる

代
よ

（大学２）

ついこの前までは、成人式という言葉は
もっと先のように感じていましたが、気が
つくと、成人を迎える日となりました。
成人式を迎え、うれしく思う中で「成人」

という事に対し、まだ実感が湧かないのも事実です。ただ、
20年間私が頼りにしてきた人々、迷惑をかけた方々に、
感謝する気持ちを忘れず、今度は私が周りの人々に対し、
何らかの形でお返ししていきたいと思っています。
また、成人になると同時に、私は社会人にもなります。
これまでの自分をもう一度見直し、社会人として必要なこ
とは何であるのかを考え、これからの自分を築いていこう
と思います。
最後に、町長をはじめ関係者の方々に、式を挙げて頂い
た事に対し、感謝を申し上げます。

百成
どうみき

聡
さと

子
こ

（向陽台１）

20歳になって、社会的に一人の大人と
して認められたことを嬉しく思います。成
人式を終えて、徐々に成人したという実感

が湧いてきました。それと同時に、社会の一員としての自
覚、自分の言動への責任を認識しなければいけないと思い
ました。でも、自分自身まだまだ半人前で、成人したから
といってすぐに変われるものではないと思います。だから
少しでも早く一人前になるために、楽しいこと、辛いこと
をより多く経験し、それを糧に自分を磨いていこうと思い
ます。
今日のこの日を期に、新たにスタートするという気持ち
で、今まで以上に加速して、一歩一歩成長していこうと思
います。

池原
いけはら

雄
ゆう

二
じ

（旭ヶ丘）

本日、人生に一度しかない成人式を迎え、
また、自主的に想い出に残る成人式を作る
ことができたことを、大変うれしく思いま

す。このような素晴らしい成人式を迎えることができたの
は、岩本町長様をはじめ関係者の方々、また新成人の皆さ
んのお陰です。心より感謝申し上げます。
私は、今年短大を卒業し、４月からは社会人になります。
今までとは大きく環境も変わり、うれしさと不安な気持ち
とが入り混ざっています。今日この日の感激を忘れること
なく、大人としての自覚を持ち、これからは、社会の中の
一人として頑張っていこうと思います。
最後になりましたが、両親には感謝の気持ちで一杯です。

島
しま

野
の

有紀子
ゆ き こ

（向粟崎３）

晴れある成人式の司会を努めさせて頂
き、とても嬉しく思っています。また、良
き思い出になったと同時に、皆さんと一緒

に大人への第一歩を踏み出すことができました。
春には、短期大学を卒業し、社会人になります。これま
での学生生活とは違い、仕事はとても厳しく大変だと思い
ますが、一人の大人としての自覚と責任をもち、自分自身
を磨いていきたいです。
そして、たくさんの人との出会いを楽しみながら、明る
い社会づくりに参加していきたいと思っています。

越
こし

田
だ

直
なお

子
こ

（向陽台１）

私が生まれてから、20年という長い年月
が経ちました。そして今、こうして成人の日
を迎えることができ、とても嬉しく思います。
私は今まで、両親をはじめとし、多くの人

たちに頼り、多くの人たちの優しさ、思いやりに支えられて
きました。今もまだ、いろいろな面で甘えていることが多く、
幼い頃に思い描いていた20歳の女性にはほど遠く、本当に未
熟者です。
私もあと２年は学生の身で、これからもいろんな人たちに
迷惑をかけるかもしれません。でも、残りの学生生活を大切
にし、たくさんの事を学び、吸収していきたいです。
そして、今日という日を期に、一人の大人としての自覚を
持ち、けじめのある立派な社会人になれるよう、大きく成長
していこうと思います。
今日は、このような盛大な式を挙げて頂き、本当にありが
とうございました。

英
あなた

真由美
ま ゆ み

（向陽台１）
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内
灘
町
大
学
１
丁
目
２
番
地
１

☎
２
８
６
│
６
７
２
０

〒
９
２
０
│

０
２
９
２

内
灘
町
役
場
総
務
課
広
報
係

FAX
２
８
６
│
０
６
１
７

内
灘
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会

内
灘
町
子
ど
も
委
員
会

昨
年
十
二
月
二
十
三
日
（
日
・
祝
）
町
内
の
大
型
店

舗
の
出
入
口
で
ユ
ニ
セ
フ
募
金
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
寒
い
日
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
一
時

間
あ
ま
り
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
作
っ
た
色
鮮
や
か
な

ポ
ス
タ
ー
と
募
金
箱
を
手
に
持
ち
、
訪
れ
る
買
い
物
客

に
大
き
な
声
で
募
金
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
募
金
額
は
午
前
と
午
後
を
あ

わ
せ
て
、
十
二
万
二
千
百
七
十
円
に

な
り
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
お
金
は
、

日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
の
方
に
送
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ニ
セ
フ
募
金
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ユ内
灘
町
鶴
ヶ
丘
郵
便
局
に
お
い
て
、
第
五
回
砂
丘
絵

手
紙
倶
楽
部
年
賀
状
展
が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
町

内
の
絵
手
紙
愛
好
家
「
ふ
れ
あ
い
絵
手
紙
教
室
」
の
力

作
と
、
会
員
の
も
と
に
届
い
た
絵
手
紙
が
展
示
さ
れ
、

そ
の
数
な
ん
と
二
百
二
十
点
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

こ
の
年
賀
状
展
、
二
月
十
五
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
を
訪
れ
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

年
も

よ
ろ
し
く
ね
！

今

昨
年
十
二
月
二
十
一
日
、
内
灘
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
よ
る
歳
末
見
舞
金
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
協
会
長
で
あ
る
岩
本
町
長
が
、
向
粟
崎
に
住
む

板
垣
万
亀

ま

き

さ
ん
（
八
十
六
歳
）
宅
を
訪
れ
、「
元
気

で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
、
見
舞
金

を
手
渡
し
ま
し
た
。

末
見
舞
金

贈
呈

歳

町
制
施
行
四
十
周
年
の
節
目
に
あ
た
る
、
平
成
十
四
年
一
月
に
満
百
歳

を
め
で
た
く
迎
え
た
　
北
　
す
て
　
さ
ん
と
　
西
川
　
外
　
さ
ん
に
一
月

二
十
八
日
岩
本
町
長
よ
り
祝
金
と
記
念
品
（
肖
像
画
）
の
贈
呈
が
あ
り
ま

し
た
。

お
二
人
の
方
は
、
共
に
明
治
三
十
五
年
一
月
生
ま
れ
で
、
毎
日
元
気
に

お
過
ご
し
さ
れ
て
お
り
、長
寿
の
お
祝
い
に
感
謝
を
述
べ
て
お
り
ま
し
た
。

上
寿
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

歳
の
長
寿

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

百

皆様からのご連絡お便り、お待ちしています。

暮
ら
し
の
情
報

た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

北　すてさん（自宅にて）

西川　外さん（夕陽ヶ丘苑にて）
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国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー

TEL 076-286-6716　FAX 076-286-6714 
E-mail:uchinada@hotmail.com 
 

　国際交流員が内灘町に来て2年が経とうとしています。
学校訪問などの活動をしていますが、より一層町民の皆様
との交流を深めるために今年は色々な企画を思案中です。
そこで、僕と一緒に企画のお手伝いや楽しいアイデアをも
っている人、僕に会いたい人などを募集します。 

国際交流ボランティア募集!!

詳しくは
 

こちらまで
 

Did you know that…
ヨーヨー
★Before anybody called it "yo-yo"
(meaning "come back" or "return" in the
native language of the Philippines,
Tagalog), it was popular in seventeenth-
through nineteenth-century Europe under
many names, including "quiz,"
"bandalore," "l'emigrette," "coblentz,"
and "incroyable." The ancient Greeks
called it "disk".

　今年もバレンタイン・ディを迎える時期になって来ましたね。２月になると世界中の国々で、聖バレンタインの名のも
とで恋人同士がお菓子や花、贈り物を交換する習慣があります。 
　この日の歴史を探ってみますと、キリスト教と古代ローマ時代の両方の歴史に由来しているようです。カトリック教会
の歴史のなかで、少なくともバレンタインとかバレンティヌスと言う名の聖人が３人いたことが知られています。 
　１人の聖人バレンタインは、クラウディウス二世の時代（三世紀のローマ）の僧侶で、当時、有能な兵士は独身であっ
たことから、このクラウディウス二世は若者に結婚禁止令を出していました。見かねたこの僧侶が多くの恋人同士を密か
に結婚させたことから死罪になりました。そこで、この僧侶が愛の聖人と呼ばれたことに由来すると言う話です。 
　また、別のバレンタインは獄中から、愛する恋人に“あなたのバレンタインより”と綴った手紙を送ったことに由来す
るとか色々様々です。 
　いずれにせよ、この２月は「ロマンスの月」と考えられていた事から、このような風習に結びついたと思われます。 
　日本では女性が男性にチョコをプレゼントする日みたいですね。  
　びっくりするかも知れないけど、オーストラリアでは女性も贈り物をもらいます。オーストラリアではバレンタイン・
ディはみんなのもの（家族や、友達、先生も）で、女性と男性だけのものではありません。普通はカードを送るだけで充
分ですが、特別な人には、お花などをプレゼントしてもいいです。  
　欧米では男女がお互いに贈り物を交換しますので、White Dayはありません。中
でも一般的なのはカードでしょう。付き合っている２人なら、男性がバラの花とい
っしょに“I love you.”と書かれたメッセージカードを女性に渡すというのはよく
ある話です。新聞にお祝いのメッセージを載せる人もいます。“Happy Valentine's 
Day.”“Be my Valentine.（わたしのバレンタインの恋人になって）”といったメ
ッセージにハートマークをつけ、コラムに載せます。さて、男性たち、今年のバレ
ンタイン・ディに思い切ってプレゼントしてみませんか…（笑） 
　人は一人で生きているものではありません。バレンタイン・ディは多くの人々の
愛情や励ましの中で生かされていることを知った日でもあります。バレンタイン・
ディがそんな日であることを祈っています。Happy Valentines Day!

アイ・ラブ・ユー！ アイ・ラブ・ユー！ 
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セ
ネ
ガ
ル
便
り

と
り
で
家
に
い
る
の
は
良
く
な
い
」
な
ど
、

と
に
か
く
世
話
を
や
い
て
く
れ
る
の
で
す
。

新
し
い
洋
服
は
買
え
な
い
け
れ
ど
、
毎
日
家

族
で
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
る
幸
せ
。
そ
ん
な
あ

っ
た
か
な
セ
ネ
ガ
ル
暮
ら
し
も
気
が
付
け
ば

二
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
開
発
途
上
国
の
人
々

の
手
助
け
を
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
は
ず

が
、
い
つ
も
私
が
助
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

言
葉
も
話
せ
ず
、
社
会
の
し
く
み
も
知
ら
な

い
私
は
、
セ
ネ
ガ
ル
の
人
に
と
っ
て
は
ま
る

で
子
供
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
何
も
で
き
な
い
私
を
温
か
く
迎
え
て

く
れ
て
家
族
同
然
に
接
し
て
く
れ
た
セ
ネ
ガ

ル
の
み
な
さ
ん
に
、
心
か
ら
あ
り
が
と
う
！
　

二
年
間
の
任
期
を
終
え
、
昨
年
十
二
月
に

帰
国
し
ま
し
た
。
こ
の
ス
ペ
ー
ス
で
内
灘
の

み
な
さ
ん
に
セ
ネ
ガ
ル
に
つ
い
て
お
伝
え
で

き
た
こ
と
を
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

後
半
途
切
れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

を
お
詫
び
し
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

セ
ネ
ガ
ル
に
は
『
テ
ラ
ン
ガ
』
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
人
を
も
て
な
す
と

い
う
意
味
で
、
セ
ネ
ガ
ル
の
生
活
に
根
付
い

た
習
慣
で
あ
り
、
彼
ら
の
誇
り
で
も
あ
り
ま

す
。
来
客
を
と
て
も
大
切
に
し
、
自
分
た
ち

の
食
費
を
削
っ
て
で
も
あ
れ
こ
れ
接
待
を
し

て
く
れ
ま
す
。
例
え
ば
食
事
時
に
来
客
が
あ

る
と
「
ご
一
緒
に
ど
う
ぞ
」
と
必
ず
声
を
か

け
、皆
で
大
き
な
ご
飯
ボ
ー
ル
を
囲
み
ま
す
。

い
つ
お
客
が
あ
っ
て
も
い
い
よ
う
に
、
食
事

は
必
ず
多
め
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ

け
私
の
よ
う
な
一
人
暮
ら
し
の
外
国
人
に
は

親
切
で
す
。
セ
ネ
ガ
ル
人
は
家
族
揃
っ
て
暮

ら
す
の
が
当
た
り
前
。
結
婚
前
の
女
性
の
一

人
暮
ら
し
な
ん
て
あ
り
得
ま
せ
ん
。「
ひ
と

り
で
ご
飯
食
べ
る
な
ん
て
良
く
な
い
」「
ひ

　
セ
ネ
ガ
ル
便
り
（10）
 

バ
オ
バ
ブ
の
木
の
下
で
〜 
バ
オ
バ
ブ
の
木
の
下
で
〜 

国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー 

最終回 中央の大きなボールにごはんがたっぷり。
こんなふうに誰もが食事に誘ってくれました。

『テランガ』いっぱいのセネガルの女性たちが、
帰国前にお別れパーティをしてくれました。

か
べ
か
け
も
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
新
年
を
お
茶

会
で
祝
い
、
ゲ
ー

ム
な
ど
楽
し
み
ま

し
た
。

毎
回
こ
う
し
て

利
用
者
の
方
々
に

よ
ろ
こ
ん
で
い
た

だ
け
る
の
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
す
。

12
月
か
ら
は
、
送
迎
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
お
電
話
い
た
だ
け
れ
ば
、
お
迎
え
に

行
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
開
所
日
〉

毎
週
月
曜
日
、
木
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

利
用
料
　
５
０
０
円
（
昼
食
つ
き
）

毎
週
土
曜
日

午
後
１
時
30
分
か
ら
ほ
の
ぼ
の
温
泉
へ
行
き

ま
す
。

利
用
料
　
２
０
０
円
（
入
浴
料
は
各
自
）

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
〉

月
曜
日
、
木
曜
日
、
ど
ち
ら
で
も
都
合
の
よ

い
日
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か
。

ぜ
ひ
一
度
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

☎
２
８
６
―
５
３
７
３

「
ト
ト
ロ
の
家
」
ま
で

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
、
良
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
で
し
ょ
う
か
。

ト
ト
ロ
の
家
も
お
か
げ
さ
ま
で
、
は
じ
め
て

の
お
正
月
を
す
ご
し
、
４
月
に
は
一
周
年
を
迎

え
ま
す
。

こ
の
間
に
多
く
の
方
か
ら
寄
せ
て
い
た
だ
い

た
ご
指
導
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

年
末
の
「
も
ち
つ
き
大
会
」
に
は
、
２
歳
か

ら
88
歳
ま
で
の
60
人
以
上
の
方
が
参
加
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
い
つ
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

協
力
し
て
く
れ
て
い
る
方
の
ご
主
人
や
ボ
ー
イ

フ
レ
ン
ド
も
ペ
ッ
タ
ン
、
ペ
ッ
タ
ン
。
手
が
え

し
で
も
、
手
品
で
も
大
笑
い
さ
せ
て
く
れ
た
近

所
の
お
父
さ

ん
に
み
ん
な

大
い
に
盛
り

上
が
り
、
一

斗
３
升
の
モ

チ
が
あ
っ
と

い
う
間
に
で

き
あ
が
り
ま

し
た
。

そ
の
モ
チ
の
な
ん
と
も
お
い
し
か
っ
た
こ

と
。
小
さ
な
子
ど
も
さ
ん
が
真
剣
な
顔
で
「
こ

ん
ど
の
も
ち
つ
き
い
つ
す
る
が
ん
？
」
・・・・・・・・・

ト
ト
ロ
で
は
、
お
坊
さ
ん
の
お
話
が
と
て
も
人

気
で
す
。
12
月
は
牧
師
さ
ん
に
も
来
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
も
ワ
イ
ワ
イ

楽
し
く
作
り
ま
し
た
。
か
わ
い
い
ブ
ロ
ー
チ
、

ト
ト
ロ
の
家
か
ら
こ
ん
に
ち
は
！

「もちつき大会」は子どももお年寄り
も笑いがいっぱい。お腹もいっぱい。

西養寺住職さんの法話は毎回心待ちにされて
いる方が多いようです。

文・写真／水口さん（向陽台）
（青年海外協力隊員としてセネガルに赴任）
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暮
ら
し
の
情
報

役 場 代 表 286－1111

町　民　部

町民生活課 286－6701
保健センター 286－6101
保険年金課 286－6702

介護保険室 286－6703

産業建設部

産業経済課 286－6708

建　設　課 286－6710

都市計画課 286－6712

北部開発対策室 286－6713

教育委員会
生涯学習課 286－6716
学校教育課 286－6717

総　務　部
総　務　課 286－6720
総務課受付 286－6721
企画調整課 286－6723
税　務　課 286－6706

企　業　局
水　道　課 286－1115
下水道課 286－6718

出　納　室 286－6707
議会事務局 286－6715
消 防 本 部 286－3301
図　書　館 286－1930
文 化 会 館 286－1123
働く婦人の家 237－6440
屋内温水プール 286－1800
（財）公共施設等管理公社

286－1800
社会福祉協議会

286－6950

お問い合わせは
こちらまで

優
良
自
動
車
運
転
者
募
集

内
灘
町
で
は
、
４
月
上
旬
に
優
良
自
動
車
運

転
者
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

次
の
表
彰
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
免
許
証

と
無
事
故
無
違
反
証
明
手
数
料
７
０
０
円
を
ご

持
参
の
う
え
、
役
場
５
階
の
企
画
調
整
課
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

１．

平
成
14
年
２
月
末
日
で
５
年
以
上
無
事
故

無
違
反
の
方

２．

司
法
・
行
政
処
分
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方

３．

以
前
に
こ
の
表
彰
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方

４．

内
灘
町
に
住
所
を
有
す
る
方

申
込
締
切
日
▼
３
月
15
日
（金）

問
い
合
わ
せ
先
▼
企
画
調
整
課

チ

ャ

イ

ル

ド

シ

ー

ト

購
入
費
を
助
成
し
て
い
ま
す

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
を
対
象
に
（
１
児
童
１

回
）
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

助
成
金
額
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入
金
額

の
３
分
の
１
で
上
限
は
５，

０
０
０
円
で
す
。

●
印
鑑
、
保
護
者
名
義
の
銀
行
口
座
番
号

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
募
集

企
業
局
水
道
課
で
は
、
次
の
と
お
り
検
針
員

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
▼
１
名

勤
務
内
容
▼

毎
月
５
日
か
ら
10
日
ま
で
の
期
間
に
需
要
者

の
宅
地
内
に
あ
る
水
道
の
メ
ー
タ
ー
検
針

委
託
件
数
▼
約
１，

１
０
０
戸

委
託
料
▼
１
ヶ
月
５
万
円
程
度

検
針
地
区
▼

鶴
ヶ
丘
４
・
５
丁
目
県
営
住
宅
、

大
根
布
１
・
２
・
３
・
４
・
５
丁
目
、

大
根
布
と
、
大
根
布
８
丁
目

応
募
資
格
▼

内
灘
町
在
住
で
年
齢
64
歳
ま
で
の
方

応
募
期
間
▼

２
月
14
日
（木）
〜
21
日
（木）

応
募
要
領
▼

企
業
局
で
交
付
す
る
申
込
書
に
健
康
診
断
書

を
添
え
て
企
業
局
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

願
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

企
業
局
水
道
課

●
シ
ー
ト
購
入
時
の
領
収
書

●
シ
ー
ト
の
保
証
書
ま
た
は
取
扱
説
明
書

を
も
っ
て
町
民
生
活
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
生
活
課

清
湖
小
学
校
開
放
施
設
の

利

用

者

を

募

集

清
湖
小
学
校
で
は
、
生
涯
学
習
活
動
を
支
援

す
る
た
め
に
、
学
校
の
授
業
に
支
障
の
な
い
範

囲
で
特
別
教
室
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

平
成
14
年
度
に
特
別
教
室
の
利
用
を
ご
希
望

の
団
体
は
、
次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申
込
期
間
▼
２
月
12
日
（火）
〜
２
月
28
日
（木）

申
込
資
格
▼
町
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学

の
５
名
以
上
で
構
成
す
る
グ
ル
ー
プ

開
放
時
間
▼

平
　
日
　
午
後
６
時
〜
９
時
30
分

休
校
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
30
分

申
込
方
法
▼
生
涯
学
習
課
に
備
え
付
け
の
用
紙

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
印
鑑
必
要
）

問
い
合
わ
せ
先
▼
生
涯
学
習
課

生
ご
み
処
理
機
・
コ
ン
ポ
ス
ト
の

購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

申
請
に
必
要
な
も
の
▼

・
購
入
し
た
と
き
の
領
収
書
と
明
細
書

・
印
鑑
、
銀
行
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
を
も

っ
て
町
民
生
活
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
生
活
課

種　　類 助成の対象 助　成　額

電気式生ごみ

処理機

コンポスト

バイオ方式または
乾燥方式のもの。
生ごみの容積を減
少させ、堆肥化さ
せるもの。

購入価格の３分の
1に相当する金額。
（ただし、15,000
円を限度とします）

底部がなくふたの
あるもの。
容量が100リット
ル以上のもの。

3,000円（上限）
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・
幼
児
教
育
実
践
家

・
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
「
テ
レ
ホ
ン
人
生
相
談
」

の
回
答
者

・
「
知
識
よ
り
も
知
恵
」「
教
育
よ
り
も
遊

育
」
を
実
践
す
る
エ
ジ
ソ
ン
ス
ク
ー
ル
を

開
催
。

日
時
▼
３
月
21
日（
祝
・
木
）
午
後
２
時
〜

会
場
▼
内
灘
町
文
化
会
館

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
▼

フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ピ
ア
ノ

鈴す
ず

木き

光こ
う

司じ

氏

・
自
称
、
文
壇
最
強
の
子
育
て
パ
パ

・
子
育
て
や
家
族
を
テ
ー
マ
と
し
た
エ
ッ
セ

イ
集
を
数
多
く
執
筆
す
る
。

・
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
『
リ
ン
グ
』、

吉
川
英
治
文
学
新
人
賞
を
受
賞
し
た
『
ら

せ
ん
』
の
著
者
と
し
て
有
名
。

『
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
の
ご
案
内
』

楽
し
い
ダ
ン
ス
音
楽
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
、

健
康
促
進
と
仲
間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

期
　
　
間
▼
２
月
７
日
（木）
よ
り
１
年
間

時
　
　
間
▼
午
前
10
時
〜
12
時

◎
毎
週
木
曜
日
50
歳
以
上
の
男
女
ど
な
た
で
も

随
時
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場
　
　
所
▼
働
く
婦
人
の
家

内
　
　
容
▼
１．

社
交
ダ
ン
ス
入
門
お
よ
び

初
級
（
３
ヶ
月
〜
６
ヶ
月
）

２．

社
交
ダ
ン
ス
中
級

（
６
ヶ
月
〜
１
年
）

受
講
料
▼
２，

５
０
０
円
（
１
ヶ
月

４
回
）

講
　
　
師
▼

ビ
ク
ト
リ
ー
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ

・
高
畠
　
三
郎
（
石
川
県
プ
ロ
ダ
ン
ス
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
協
会
会
員
）

・
佐
々
木
満
子
（
石
川
県
プ
ロ
ダ
ン
ス
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
協
会
会
員
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

木
曜
日
に
働
く
婦
人
の
家
へ
お
こ
し
く
だ
さ

る
か

☎
２
３
７
―
１
７
５
１
（
高
畠
）
ま
で

日
時
▼
２
月
24
日
（日）

午
前
10
時
〜

会
場
▼
宮
坂
公
民
館

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
▼
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
４
重
奏

勝か
つ

尾お

金き
ん

弥や

氏

・
愛
知
県
立
大
学
名
誉
教
授

・
金
沢
子
ど
も
の
本
研
究
会
顧
問

・
児
童
文
学
者

日
時
▼
３
月
３
日
（日）

午
前
10
時
〜

会
場
▼
緑
台
公
民
館

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
▼
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
＆
ピ
ア
ノ

大
原

お
お
は
ら

敬け
い

子こ

氏

今
回
の
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、『
子
ど
も
が
本
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
』
を
テ
ー
マ
に
作
家
・

幼
児
教
育
実
践
家
・
児
童
文
学
者
な
ど
多
彩
な
講
師
を
お
招
き
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
年
も

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
す
の
で
、
昨
年
同
様
、
い
い
話
と
い
い
音
楽
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

い
い
話
・
い
い
音
楽

聞
き
ま
せ
ん
か
？

〜
２
０
０
２
年
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜

『
料
理
教
室
の
ご
案
内
』

テ
ー
マ
『
春
を
待
ち
わ
び
て
・・・
料
理
！
』

１．

三
色
手
毬
寿
司

２．

鰈
か
れ
い
の
紅
白
衣
揚
げ

３．

コ
ー
ン
ク
リ
ー
ム
茶
碗
蒸
し

４．

カ
ス
タ
ー
ド
ゼ
リ
ー
、
フ
ル
ー
ツ
添
え

講
　
師
▼
加
藤
重
和

（
青
木
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
講
師
）

日
　
時
▼
３
月
１
日
（金）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

◎
男
女
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

多
数
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

場
　
所
▼
働
く
婦
人
の
家

受
講
料
▼
材
料
費
と
し
て

１
人
１
回
　
１，

５
０
０
円

持
ち
物
▼
エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル
・
フ
キ
ン

定
　
員
▼
15
名

締
切
日
▼
２
月
22
日
（金）

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※
締
切
日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

働
く
婦
人
の
家

（
月
〜
金
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

ト
ー
ク
＆
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

働

く

婦

人

の

家

暮
ら
し
の
情
報

暮
ら
し
の
情
報

生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１

生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２

生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
３

講演会講演会

講演会
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ス

ポ

ー

ツ

安

全

保

険

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
に
最
適
な
保
険
で
す
。

※
５
名
以
上
の
団
体
で
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
事
故
▼

・
グ
ル
ー
プ
活
動
中
の
事
故

・
往
復
途
中
の
事
故

保
険
期
間
▼

平
成
14
年
４
月
１
日
午
前
０
時
〜

翌
年
３
月
31
日
午
後
12
時
ま
で

（
申
込
受
付
は
３
月
か
ら
）

問
い
合
わ
せ
先
▼

〒
９
２
０
―
８
５
７
５

金
沢
市
広
坂
２
―
１
―
１

石
川
県
教
育
委
員
会
体
育
課
内

（財）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
石
川
県
支
部

☎
２
２
３
―
９
４
１
６

h
ttp
://w
w
w
.sp
o
rtsan

zen
.o
rg

ま
た
は
、
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
ま
で

人
形
劇
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

人
形
劇
サ
ー
ク
ル『
ら
く
だ
』

＆
内
灘
中
学
校
演
劇
部

今
年
も
、
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
『
ら
く
だ
』
に

よ
り
ま
す
楽
し
い
人
形
劇
を
公
演
い
た
し
ま

す
。
昨
年
同
様
、
内
灘
中
学
校
演
劇
部
に
も
新

作
の
劇
を
披
露
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
ぜ

ひ
家
族
そ
ろ
っ
て
人
形
劇
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

日
時
▼
２
月
17
日
（日）

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

会
場
▼
内
灘
町
町
民
ホ
ー
ル
（
内
灘
町
役
場
１
階
）

内
容
▼
人
形
劇
・
手
品
・
影
絵
・
演
劇
な
ど

出
演
▼
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
『
ら
く
だ
』

内
灘
中
学
校
演
劇
部

対
象
▼
幼
児
〜
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

入
場
料
▼
無
料

問
い
合
わ
せ
先
▼
生
涯
学
習
課

今
回
で
19
回
目
を
迎
え
る
内
灘
町
長
距
離
継
走
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
昨
年
９
月
に
開
通

し
た
サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
内
灘
周
回
の
コ
ー
ス
を
走
る
、
起
伏
に
富
ん
だ
行
程
と
な
っ
て
い
ま

す
。
寒
さ
、
苦
し
さ
に
負
け
ず
に
皆
さ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

日
　
時
▼
３
月
21
日
（
祝
・
木
）

開
会
式
　
午
前
９
時
30
分

ス
タ
ー
ト
　
午
前
10
時

コ
ー
ス
▼
下
記
の
と
お
り

（
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ

タ
ー
ミ
ナ
ル
発
着
）

１
周
3.5
km

部
　
門
▼

１
部
　
一
般
の
部
（
高
校
生
含
む
）

２
部
　
中
学
生
の
部

３
部
　
小
学
生
の
部
（
４
年
〜
６
年
）

４
部
　
個
人
の
部
（
年
代
別
）

チ
ー
ム
編
成
▼

４
人
チ
ー
ム
（
４
部
は
除
く
）

表
　
彰
▼

団
体
　
１
部
〜
３
部
ま
で

男
女
別
に
３
位
ま
で
表
彰

個
人
　
１
部
〜
４
部
ま
で
年
代
別
、

男
女
別
に
３
位
ま
で
表
彰

※
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
進
呈

申
し
込
み
▼

２
月
28
日
（木）
ま
で

町
体
育
協
会
事
務
局

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
）

☎
２
８
６
―
６
７
１
６

※
天
候
に
よ
り
３
部
小
学
生
の
部
、
４
部
の
小
学
生
の
み
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

第
19
回
内
灘
町
長
距
離
継
走
大
会
参
加
者
募
集
!!

内
灘
大
橋
開
通
記
念

中継地点 

第19回内灘町長距離継走大会コース

AW

D

子どもの団体 
（中学生以下） 

山岳登はん 
アメリカンフットボール等 

C 成人のスポーツ団体 
（高校生以上） 

B 老人クラブ団体 800

1,400

9,000

1,000

450

500

2,000

500

2,100

100

2,000

750

3,000

750

3,150

150

3,000A

加入 
区分 

対象となる 
事故の範囲 

掛金 
（1人年額） 死  亡 

傷　害　保　険 
賠償責任保険 
（補償限度額） 

共　済 
見舞金 
 

後遺障害 
（最高） 

1,800

4,000

1,800

5,000

1,000

4,000

入  院 
（日額） 

通  院 
（日額） 

1,000

1,500

1,000

2,000

500

1,500

団体活動中と 
その往復中 

身体賠償 
1人　 1億円 
1事故 5億円 
（免責1,000円） 
財物賠償 
　  500万円 
（免責1,000円） 
 

上記補償に 
身体･財物賠償合算 
1事故 500万円 
身体･財物賠償合算 
1事故 500万円 
（免責1,000円） 
 

団体活動中と 
その往復中 
団体活動中と 
その往復中以外 

対象となる団体 

・文化、ボランティア活動 
　（高校生以下） 

・子どもの団体 
　（中学生以下） 

円 万円 万円 円 円 

突然死 
（急性心不全、 
脳内出血等） 

140万円 
 

対象と 
なりません 

暮
ら
し
の
情
報
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暮
ら
し
の
情
報

暮
ら
し
の
情
報

し
で
も
回
っ
て
い
れ
ば
漏
水
が
疑
わ
れ
ま

す
。修

繕
は
、
内
灘
町
水
道
工
事
指
定
業
者
へ

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

積

雪

時

の

メ

ー

タ

ー

検

針

に

つ

い

て

水
道
課
で
は
毎
月
５
日
を
基
準
日
と
し
て
メ

ー
タ
ー
検
針
に
伺
っ
て
い
ま
す
が
、
積
雪
に
よ

り
検
針
が
で
き
な
い
家
庭
も
で
て
き
ま
す
。
積

雪
に
よ
り
検
針
が
で
き
な
い
場
合
は
過
去
３
ヶ

月
間
の
使
用
水
量
の
平
均
を
も
っ
て
料
金
を
計

算
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
検
針
員
が
郵
便
受
け
な
ど
に
入

れ
る
「
使
用
水
量
・
料
金
の
お
知
ら
せ
」
欄
に

「
雪
の
事
由
に
よ
り
使
用
水
量
を
認
定
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」
と
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
実
際
の
使
用
水
量
と
認
定
水
量
と
の

差
は
翌
月
に
精
算
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

ご
了
承
願
い
ま
す
。

水
道
管
の
凍
結
に
注
意

２
月
は
凍
結
に
よ
っ
て
水
道
管
が
破
損
す
る

事
故
の
最
も
多
い
月
で
す
。

特
に
、
屋
外
に
配
管
や
蛇
口
が
あ
る
と
こ
ろ

は
破
損
事
故
に
あ
い
や
す
い
の
で
保
温
材
と
し

て
だ
れ
で
も
簡
単
に
で
き
る
保
温
チ
ュ
ー
ブ

（
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
・
金
物
店
で
市
販
さ
れ
て

い
ま
す
）
を
巻
き
保
温
に
努
め
る
か
、
あ
る
い

は
夜
間
蛇
口
か
ら
少
し
水
を
出
し
て
お
く
等
を

し
て
凍
結
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
漏
水
し
た
場
合
メ
ー
タ
ー
器
の
横
に

止
水
バ
ル
ブ
が
あ
り
ま
す
の
で
こ
れ
を
止
め
水

道
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
破
損
は
し
て
い
な
い
が
凍
結
し
て
水

が
出
な
い
場
合
は
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
か
布

を
か
ぶ
せ
、
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
と
か
け
て

く
だ
さ
い
（
熱
湯
を
急
に
か
け
た
り
す
る
と
ヒ

ビ
割
れ
や
破
損
を
お
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
）。

漏
水
を
早
期
に
発
見
す
る
に
は

メ
ー
タ
ー
器
か
ら
宅
地
側
で
漏
水
し
た
水
道

料
金
は
お
客
様
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
時
々
漏

水
し
て
い
な
い
か
各
自
で
調
べ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

最
近
、
水
道
料
金
が
急
に
多
く
な
っ
た
の
で

は
と
思
わ
れ
る
時
は
漏
水
が
疑
わ
れ
ま
す
。

●
漏
水
調
査
の
方
法

宅
内
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
、
メ
ー
タ
ー
器

の
文
字
盤
に
あ
る
銀
色
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
少

第
11
回
石
川
県
警
察
音
楽
隊
定
期
演
奏
会

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
２

日
時
▼
３
月
３
日
（日）

開
演
　
午
後
１
時
30
分

場
所
▼
石
川
厚
生
年
金
会
館
大
ホ
ー
ル

曲
目
▼
♪
石
川
県
警
察
歌
　
♪
千
と
千
尋
の
神

隠
し
メ
ド
レ
ー
　
♪
「
日
本
の
情
景
（
春
）
」

（
唱
歌
メ
ド
レ
ー
）
♪
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
利
家
と
ま
つ
」
♪
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ

オ
ジ
ャ
パ
ン
　
メ
ド
レ
ー
　
♪
他

友
情
出
演
団
体
▼

金
沢
市
立
泉
野
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

女
性
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
「
藍
」

松
任
石
川
広
域
消
防
音
楽
隊

交
通
事
故
に
あ
っ
て

困
っ
た
時
、
困
っ
た
人
の

ご
相
談
に
・・・

●
金
沢
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

（社）
日
本
損
害
保
険
協
会
　
金
沢
支
部

金
沢
市
高
岡
町
２
―
37

三
栄
ビ
ル
８
階

h
ttp
://w
w
w
.so
n
p
o
.o
r.jp

☎
２
３
２
―
０
２
１
４
（
直
通
）

相
談
日
▼
月
曜
日
〜
金
曜
日

（
午
前
９
時
30
分
〜
12
時
・

午
後
１
時
〜
４
時
40
分
）

（
祝
日
を
除
く
）

弁
護
士
相
談
日
▼

毎
月
第
１
・
３
金
曜
日
（
午
後
１
時
〜
４
時
）

（
予
約
制
・
相
談
無
料
・
要
面
談
）

※
専
門
の
相
談
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
損
害
保
険
一
般
の
ご
相
談
も
受
付
し
ま
す
。

平
成
14
年
度

郵
便
局
モ
ニ
タ
ー
募
集

あ
な
た
の
町
の
郵
便
局
だ
か
ら

あ
な
た
の
声
が
一
番
聞
き
た
い
。

郵
便
局
モ
ニ
タ
ー
３，
０
０
０
名
大
募
集
！

お
願
い
し
た
い
方
▼
20
歳
以
上
の
方

た
だ
し
、
郵
政
事
業
に
従
事
す
る
職
員
お
よ

び
そ
の
家
族
は
除
き
ま
す
。

お
願
い
す
る
期
間
▼
４
月
１
日
（月）
か
ら
１
年
間

応
募
で
き
る
期
間
▼
２
月
14
日
（木）
ま
で

※
詳
し
く
は
お
近
く
の
郵
便
局
で
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
粟
崎
郵
便
局
　
総
務
課

☎
２
３
８
―
１
３
１
９

エ

コ

農

作

物

に

は

農
家
の
優
し
さ
が
い
っ
ぱ
い
！

エ
コ
農
産
物
は
、
化
学
肥
料
や
農
薬
の
使
用

を
減
ら
し
た
、
健
康
な
土
で
育
て
ら
れ
て
い
ま

す
。環

境
へ
の
負
担
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
よ

う
と
す
る
生
産
者
の
努
力
が
た
っ
ぷ
り
と
詰
ま

っ
て
い
ま
す
。

石
川
県
で
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
行

う
生
産
者
の
取
り
組
み
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、「
エ
コ
農
産
物
」
表
示
制
度
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
す
。

［エコ農産物マーク］

石川県エコ農産物
認定番号 認定者名

漏水している場合このパイロット
が回転しています。

相談無料
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国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

被
保
険
者
証
の
更
新
は

お

済

み

で

す

か

。

旧
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
13

年
９
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ

更
新
の
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
内
灘

町
役
場
保
険
年
金
課
で
更
新
の
手
続
き
を
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
旧
の
被
保
険
者
証
及
び
印

鑑
を
持
参
し
、
更
新
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

65
歳
か
ら
医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

内
灘
町
で
は
65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
１
日

生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）
か
ら
か
か
っ
た
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
該
当
者
▼
昭
和
12
年
３
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方

注：

老
人
保
健
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る
方

（
70
歳
以
上
の
方
及
び
65
歳
以
上
の
障
害

認
定
を
受
け
た
方
）
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

申
請
受
付
開
始
日
▼
２
月
14
日
（木）

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
▼
印
鑑
、
健
康
保
険

証
、
銀
行
預
金
通
帳
（
受
給
者
本
人
の
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の
）

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険（
社
会

保
険
・
共
済
等
）
に
加
入
の
方
も
申
請
で

き
ま
す
。

平成14年４月から変わります

○国民年金の保険料は、国に直接納めることになります。
現在町から送られている「国民年金保険料納付案内書」は平成14年４月より国から直接送られます。

○保険料を納める窓口が拡大します。
平成14年４月から国民年金保険料は、全国の銀行、郵便局、農協、信用組合、信用金庫、労働金庫で納めるこ

とができます。

○国民年金の保険料納付は、口座振替が便利です。
すでに口座振替している方については、現在の金融機関で引き続き取り扱いますので、そのままご利用ください。

（ただし、郵便局については、あらためて手続きが必要です）

・納め忘れがなく確実です。

・手続きは簡単・無料です。

・手間と時間が省けます。

国民年金の第３号被保険者の届出は、本人が町に届出していただくことになっていますが、平成14年４月から

は、健康保険の被扶養者の届出と一緒に、配偶者が勤務している会社または共済組合へ提出することにより、社

会保険事務所へ届出されることになります。

一定の所得以下の被保険者の方の経済状況に配慮して、保険料を

納めやすくするために申請により保険料の半額だけを納めていただ

く制度（半額免除制度）ができます。

①保険料半額免除期間は、年金の受給資格期間として算入されます。

なお、老齢基礎年金額の計算の際には、保険料納付済期間の３分の

２として計算されます。

②保険料半額免除期間については、10年以内であれば追納するこ

とができ、追納すれば、通常納付した期間と同じ扱いとなります。

国民年金保険料の納付方法が変わります

第３号被保険者の届出方法が変わります

国民年金保険料の半額免除制度ができます

第3号被保険者の届出

健康保険の被扶養者の届出
配偶者が勤務している会社・共済組合に一緒に届け出てください。｝
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日本国内に住所を有し〔父と生計を同じくして
いない児童を監護している母〕〔母にかわって養
育している方（対象児童と同居し、生計を維持し
ている）〕には、児童扶養手当が支給されます。（ただし、老齢福
祉年金以外の公的年金を受けることができる者は、支給対象外）
○対象となる児童は、18歳に達する日以後の最初の３月31日ま
での間にある児童です、（障害の状態にある児童は20歳未満）
①父母が婚姻を解消した児童
②父が死亡した児童
③父が一定以上の障害（重度）にある児童
④父から引き続き１年以上遺棄されている児童
⑤父が法令により引き続き１年以上拘禁されている児童
⑥父の生死が１年以上明らかでない児童
⑦母が婚姻によらないで懐胎した児童
ただし、上記の支給要件に該当してから５年間で時効消滅、
現況届２年間未提出で受給権が時効消滅します。
また、次のような場合には資格がありません。
・児童が母の配偶者（事実婚含む…定期的な訪問があり、かつ
定期的に生計費の補助を受けている場合）に養育されている。
（父障害以外）

問い合わせ先 町民生活課

支支支支ええええよよよようううう 若若若若いいいい力力力力でででで 国国国国民民民民年年年年金金金金

年金手帳とは一体どのような
ものなのですか。

平成９年１月からすべての公的
年金制度は共通した年金番号を使

用するという基礎年金番号制度が実施さ
れ、以降、公的年金に加入する人には基
礎年金番号を記載した年金手帳をお渡し
することになりました。
この年金手帳ですが、加入者の年金権
を証明する大切なものです。もし、就職
したり、転職したりしても、年金手帳を
提出し、そこに記載された基礎年金番号
によってあなたの加入記録を正確に登録
することができるのです。この加入記録
が将来の年金給付の計算の基礎となりま
すから、年金手帳は大切に保管しなけれ
ばなりません。
したがって、就職や転職あるいは年金
の裁定請求など、年金関係の手続きをす
る際に必ず提出することになるのです。

ＡＡＡＡ
ＱＱＱＱ

○公的年金は、あなたの人生を支えます。

将来の経済社会がどのように変わっても、その社会において現役時代と大きく変わらず安心して暮らすことの

できる収入を確保することは、貯蓄や家族による扶養などの私的な対応では限界があります。

社会全体での世代間扶養の仕組みに保険料納付という自助努力を組み合わせて将来に向けての不確実性（リス

ク）に備えるものが公的年金制度です。

○もし、公的年金がなかったら

自分が払う負担と自分が受ける給付のことばかり念頭に置かれることが多いですが、もし公的年金が存在しな

ければ、個々人で私的に自分の親の老後を支えることになります。はたして現役世代は、現在の親の世代が安心

して生活ができる仕送りを私的に続けることができるでしょうか。あるいは、親世代は現役世代からの仕送りな

しでやっていける充分な貯蓄をもっているでしょうか。

たとえ、自分はまだ年金をもらっていなくても、親の老後の心配をせずに安心して暮らしていられるのは、社

会全体で支える公的年金があるからであり、未加入者や未納者も含めて現役世代全体が、公的年金の恩恵を間接

的に受けていることを忘れてはなりません。

○公的年金は、これからの社会を考えています。

現在、社会は急速に「高齢社会」へと移行しつつあります。

このため、現役世代と高齢世代のバランスが今までとは違ったカタチになってきました。

こうした変化に対処するため、５年ごとに年金給付と負担のバランスの将来を見据えて、制度を改正している

のです。これによって年金制度は長期にわたって、安定的に運営されます。

児童扶養手当制度をご存知ですか？



予

備

自

衛

官

補

募

集

問
い
合
わ
せ
先
▼
自
衛
隊
石
川
地
方
連
絡
部

☎
２
９
１
―
６
２
５
０

http://m
em
ber.nifty.ne.jp/ishikaw

a_plo/

技 能 公 募一 般 公 募
採 用 対 象
採 用 年 齢
採 用
階級の指定
処 遇
教育訓練日数
教育訓練開始時期
教育訓練の
実 施 場 所
試 験 場
受 付 期 間
合 格 発 表

試 験 期 日

業　　　種 日　額 時間額
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最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

石
川
県
最
低
賃
金
が
日
額
５，
１
５
８
円
に
、

時
間
額
は
６
４
５
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
特
定
産
業
の
基
幹
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
産

業
別
最
低
賃
金
は
次
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
ま
し

た
。

◎
詳
し
く
は
石
川
労
働
局
賃
金
室
（
☎
２
６
５

―
４
４
２
５
）
又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

〈
石
川
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

h
ttp
://w
w
w
.ro
u
d
o
u
.g
o
.jp
/

事
業
主
の
皆
様
へ

「
労
働
保
険
の
年
度
更
新

は

お

早

め

に

！

」

労
働
保
険
年
度
更
新
の

時
期
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
の
年
度
更
新
手
続
期
間
は
４
月
１
日
か

ら
５
月
20
日
ま
で
に
、
前
年
度
の
確
定
申
告
と

当
年
度
の
概
算
申
告
納
付
を
行
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
申
告
書
の
作
成
方
法
や
制

度
の
改
正
事
項
等
の
詳
細
に
つ
い
て
お
知
り
に

な
り
た
い
方
は
、
説
明
会
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

な
お
、
例
年
申
告
期
日
が
近
づ
き
ま
す
と
窓

口
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
４
月
中
に

最
寄
り
の
集
合
受
付
会
場
か
、
ま
た
は
直
接
、

石
川
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室
か
金
沢

労
働
基
準
監
督
署
で
申
告
手
続
き
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

○
「
石
川
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室
」

金
沢
市
西
念
町
１
０
３
街
区
12
番
地

金
沢
西
念
合
同
庁
舎
５
階

☎
２
６
５
―
４
４
２
２
（
直
通
）

○
「
金
沢
労
働
基
準
監
督
署
」

金
沢
市
新
神
田
４
―
３
―
10

金
沢
新
神
田
合
同
庁
舎
３
階

☎
２
９
２
―
７
９
３
８

紡績、染色整理、綱・綱製造業 5,537 円

6,102 円

5,406 円

6,188 円

6,188 円

5,685 円

5,883 円

693 円

763 円

676 円

774 円

774 円

711 円

736 円

洋食器・刃物・手道具・金物類製造業

建設用・建築用金属製品製造業

一般機械器具、発電用・送電用・配電用・
産業用電気機械器具、金属素形材製品、ボ
ルト・ナット・リベット・小ねじ・木ねじ
等、その他の金属製品製造業

自動車・同附属品、自転車・同部分品製造業

電気機械器具製造業

百貨店（50人以上の各種商品小売業）

自衛官未経験者

志願に基づき試験により採用
階級は指定しない

教育訓練招集手当：日額7,900円

平成14年８月（予定）

各都道府県ごと
１月15日（火）～４月12日（金） ４月13日（土）／４月14日（日）／４月15日（月）

※いずれか一日を指定されます。５月27日（月）

札幌市・仙台市・東京都練馬区・伊丹市・熊

北海道／札幌市　東北／宮城県多賀城市　関東・甲信越（静岡県を含む）／神奈川県横須賀市
東海（静岡県を除く）北陸・近畿・中国・四国／滋賀県大津市　九州／長崎県佐世保市

18歳以上34歳未満

50日／３年以内

18歳以上で、保有する技能に応じ53～55歳

10日／２年以内

河
北
潟
環
境
対
策
施
設

「

ゆ

う

き

の

里

」

「
ゆ
う
き
の
里
」
は
、
河
北
潟
に
あ
る
酪
農

団
地
の
家
畜
ふ
ん
尿
を
処
理
し
、
た
い
肥
化
す

る
施
設
で
す
。

河
北
潟
で
は
、
県
内
で
消
費
さ
れ
る
牛
乳
の

約
３
分
の
１
を
生
産
し
て
お
り
、
県
内
最
大
の

牛
乳
の
生
産
基
地
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
家
畜
ふ
ん
尿
の
散
布
に
伴
う
悪
臭
や
閉
鎖

性
水
域
で
あ
る
河
北
潟
の
水
質
の
悪
化
が
問
題

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
近
年
、
有
機
資
源
の
循
環
利
用
に
よ

り
農
業
の
自
然
循
環
機
能
を
高
め
て
い
く
必
要

性
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
国
全
体
の
施
策
と
し

て
、
家
畜
ふ
ん
尿
の
た
い
肥
化
に
よ
る
資
源
の

有
効
利
用
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
こ
の
施
設
は
、

悪
臭
防
止
、
水
質
保
全
等
河
北
潟
の
環
境
対
策

の
一
つ
と
し
て
、
平
成
12
年
春
に
整
備
し
た
も

の
で
す
。

こ
の
施
設
で
は
、
ふ
ん
尿
１
日
約
80
ト
ン
を

殺
菌
さ
れ
た
無
臭
の
た
い
肥
に
し
て
加
工
・
販

売
し
て
い
ま
す
。

た
い
肥
は
、
窒
素
、
燐
酸
、
加
里
、
カ
ル
シ

ウ
ム
等
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
ま
れ
た
牛
ふ
ん
の

発
酵
肥
料
で
、
土
づ
く
り
に
効
果
が
あ
る
肥
料

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

農
事
組
合
法
人
　
河
北
潟
酪
農
組
合

☎
２
８
６
―
２
８
４
４

※
日
程
等
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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知 っ 得 情 報
不用品リサイクル登録情報

●譲って下さい（希望品）
テレビ、七五三男児用着物セット、電子レンジ、
ベッド、ホームベーカリー、地球儀、普通自転車、
一輪車、幼児用補助輪付自転車、チャイルドシート、
ベビー体温計、ベビー用品、エレクトーン、ミシン、
ベビーベッド、ベビーバス、調乳ポット、二段ベッド、
軽４スタッドレスタイヤ（サイズ135/80R12 65Q）、
男子学生服、大人用三輪車、スノーボード、
ルームウォーカー、子ども用自転車（20～24インチ）、
ノートパソコン、ギター（フォーク・エレキ）とベース、
内灘中学校体操服 上（Lサイズ）下（2L又は3Lサイズ）、
鶴ヶ丘小学校夏スカート、夏ズボン、冬ズボン（130cm以上）、
内灘中学校男子制服（160・175～180cm）、
清湖小学校体操ズボン（120cm以上）、いらなくなった毛糸

●譲ります（提供品）
机とイス（白色）、
ガスストーブ、
プラスチック製犬小屋、
スーパーファミコン本体、
黒色ランドセル

○希望者・提供者の品物が合えば、希望者に提供者をご紹介
いたします。
登録期間は６ヶ月です。希望者の方に、提供者のお宅まで
引き取りに行っていただきます。

○登録できる品物　家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、
音楽用品、ベビー用品、制服（町内小中学校）

○無料での提供のみお取扱いします。

希望者、提供者の方の登録をお待ちしています！！

（1月24日まで受付分）

希望者 提供者 交渉成立 

町民生活課 

紹介 

登
　
録 

登
　
録 

不用品リサイクルの登録情報は内灘町のホームページでもご覧いただけます。
http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku

◇登録、問い合わせ先　町民生活課　☎286－6701

２
月
の
は
ま
な
す
大
学

日
　
時
▼
２
月
15
日
（金）

午
後
１
時
30
分
〜
　

場
　
所
▼
文
化
会
館
３
階
視
聴
覚
室

テ
ー
マ
▼
「
言
葉
づ
か
い
は
心
づ
か
い
」

講
　
師
▼
竹
内
オ
フ
ィ
ス

社
長
　
竹
内
泰
子

さ
ん

３
月
の
は
ま
な
す
大
学

日
　
時
▼
３
月
４
日
（月）

午
後
１
時
30
分
〜
　

場
　
所
▼
文
化
会
館
３
階
視
聴
覚
室

テ
ー
マ
▼
「
美
し
く
愉
し
く
歳
を
重
ね
る
た
め
に
」

講
　
師
▼
高
齢
者
生
き
生
き
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

原
　
文
平

氏

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談

（
秘
密
厳
守
・
無
料
）

相
隣
関
係
、
家
庭
、
相
続
、
登
記
、

交
通
安
全
、
税
金
、
年
金
、
消
費
生
活
、

役
所
の
窓
口
、
公
共
施
設
な
ど

と
こ
ろ
▼
内
灘
町
働
く
婦
人
の
家

と
　
き
▼
２
月
15
日
（金）

午
後
１
時
〜
４
時

右
記
の
期
間
、「
風
と
砂
の
館
」（
内
灘
町
歴
史
民
俗
資

料
館
）
で
は
、
内
灘
町
の
民
具
（
漁
具
）
の
展
示
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
ま
し
た
。ぜ
ひ
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

内
灘
の
民
具
展

１
月
30
日
（水）
〜
３
月
４
日
（月）
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

ツベルクリン反応検査とBCG接種
2月26日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

2月28日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成13年10月生

（時間）13：00～14：00

｝
3月26日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

3月28日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成13年11月生｝

会場・時間等をご確認のうえお越しください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

2月14日（木）
10：30～11：30

みんなで絵本を読む時間

ううううささささここここちちちちゃゃゃゃんんんんルルルルーーーームムムム

今回は、松谷みよ子
さんの作品をとりあ
げます。絵本の読み
きかせのほか「初め
ての絵本」の紹介も
あります。フリート
ークもありますので、絵本のことだけで
なく、育児のこと他いろいろお話しくだ
さい。お母さんだけでもOK。どなたでも
お気軽においでください。

今月のテーマ

『松谷みよ子さんの絵本』

すくすく赤ちゃん!!
2月21日（木）

10：00～10：30

0才児の遊びの教室
です。発育発達の相
談や子育てアドバイ
スも。
お気軽にご参加ください。

担当：鶴が丘乳児保育園保育士
（子育て支援センター）

0才児の親子あそびの教室

今月のテーマ

『フリートーキング』
～自分のこと、赤ちゃんのこと、
この１年のことを思いっきり話そう～

2月13日（水）

10：00～11：00

パ ン ダ ク ラ ブ
1～3歳児の遊びの教室

＝みんなで遊ぼう＝
○ハンカチ遊び
※ハンカチ、風呂敷を持参してください。

2月27日（水）
＝みんなで遊ぼう＝
○ひな祭りごっこ

＝みんなで考えよう＝
○栄養満点！
楽チンおやつ♥

１才6か月児健診
2月19日（火） 対象 12年 7月生
3月19日（火） 対象 12年 8月生

（時間）13：00～14：00

3才児健診
2月12日（火）対象 10年10月生
3月12日（火）対象 10年11月生

（時間）13：00～14：00

どなたでも 
お気軽に 
おいでください 

どなたでも 
お気軽に 
おいでください 

マタニティクラス
2月 7日（木）

★楽なお産のためのマタニティ体操
※動きやすい服装でおこしください。
★お産をするということは？

2月14日（木）
★母乳はどのように作られるの
★歯の健康

2月21日（木）
★赤ちゃん用品を考えよう
★気をつけたいねバランスの良い食事

（時間） 受付・尿検査　13：00～13：30
教　　　　室　13：30～15：30

おなかの大きな仲間同士、出産のこと、
育児のこと…みんなで語ってみませんか。
お１人目の方も、２・３人目の方も是
非ご参加ください。

３月は
お休み
します。

献血のお知らせ
2月7日（木）
9：30～16：00
金沢医科大学

2月26日（火）
9：15～12：00
内灘町役場

ご協力をお願いします

4か月児健診
2月26日（火） 対象 13年10月生
3月26日（火） 対象 13年11月生

（時間）13：00～14：00

ちびっこルーム
3月 6日（水）対象 1才児前後　

（時間）受付・身体計測 13：00～13：30
教　　　　　室 13：30～15：00

（内容）みんなと一緒に手遊び歌遊び
こどもの生活リズムや食事について



次回のまいどさんは中村さんから誰にバトンタッチするのかお楽しみに！ 

今月は 伊藤 さんから紹介のあった、中村 和也 さんに登場していただきます。 

このコーナーでは、毎回出場者に次回出場者をリレー方式で紹介してもらいます。 

中村　和也さん 
（25歳・鶴ヶ丘5） 

なか むら かず や 

　小学校からずっとバスケットをやっています。バスケットのおもしろさは団体

競技であること。個人的には自分達よりも優れた相手にも、チームの和をもって

勝てる。内灘クラブはそんなチーム、本当に仲が良いんです。内灘で生まれ育った

方も、そうでない方も、バスケをやりたい全ての人に内灘クラブを知ってもらえ

ればと思っています。 

　内灘の同級生で集まって“稲妻開発”というサークル？活動にハマってます。同

級生のみんなが集まって話せる場を、と始まったものですが、海岸清掃等のボラ

ンティア活動といった地域活動への参加をはじめとして、内灘町が大好きな連中

がなにかを始める場となっています。年齢を重ねるごとに自分達とともに成長す

る“稲妻開発”をどうぞよろしく。  

町へ一言：自分達内灘町の若い人間の意見を町に伝える場が欲しい！ 

かいはつ いなずま 

かいはつ いなずま 
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う
ま
れ
た
よ

な
ま
え

住
　
　
所

お
と
う
さ
ん
・
お
か
あ
さ
ん

中
村

な
か
む
ら

海か
い

斗と

根ね

来ご
ろ

拓た
く

歩ほ

長な
が

井い

翔
し
ょ
う

吾ご

水
株

み
ず
か
ぶ

理
央

り

お

今い
ま

井い

絢あ
や

斗と

土つ
ち

田だ

果
杏
奈

か

ん

な

竹
下

た
け
し
た

諒
り
ょ
う

永な
が

尾お

爽そ
う

真ま

喜
多

き

た

恭
き
ょ
う

子こ

惣そ
う

田だ

湧ゆ
う

也や

前
崎

ま
え
さ
き

光
空

み

く

島し
ま

田だ

佳
奈

か

な

太お
お

田た

莉
紗

り

さ

新し
ん

保ぼ

空そ
ら

笠か
さ

場ば

愛ま

尋ひ
ろ

敏
男
・
ち
は
る

向
粟
崎
１
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向
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４
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ヶ
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○
浅
野
愛
美
さ
ん
か
ら
福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
山
本
元
吉
さ
ん
か
ら
福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
㈲
北
陸
運
輸
代
表
者
河
本
昇
さ
ん
か
ら
福
祉
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
と
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
　
内
灘
町
社
会
福
祉
協
議
会
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向 粟 崎 保 育 所 緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

2月20日（水） 2月21日（木） 2月22日（金）

問い合わせ先　町民生活課　☎286－6701

新聞・雑誌・ダンボールなどの
持込収集 午前7：30～9：00（時間厳守・雨天決行）

ごみ収集カレンダー
1.もえるごみ
毎週月・木曜日（ただし、祝日・振替休日は休み。）
2.もえないごみと資源物

収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎 2 ・ 5 丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴 ヶ 丘 4 丁 目

鶴 ヶ 丘 5 丁 目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大 学 1 丁 目

大 学 2 丁 目

大 根 布

宮 坂

北 部 土 地 区 画

西 荒 屋

室

湖　　　　　　　西

もえないごみ（埋立ごみ） 資源物（リサイクルできるもの）

13

〃

〃

〃

8

〃

〃

1

8

1

〃

〃

〃

6

〃

〃

〃

〃

〃

〃

15
19：00～20：00

〃

〃

15
19：30～20：30

14
19：00～20：00

14
20：00～21：00

14
19：00～20：00

14
18：00～19：00

29
6：30～7：30

28
19：00～20：00

〃

24
8：00～9：00

29
8：00～9：00

29
19：00～20：00

29
18：30～19：30

29
19：00～20：00

29
18：00～19：00

29
19：00～20：00

29
18：00～19：00

29
11：00～12：00

3月

13

〃

〃

〃

8

〃

〃

1

8

1

〃

〃

〃

6

〃

〃

〃

〃

〃

〃

2月 3月
15

19：00～20：00

〃

〃

15
19：30～20：30

14
19：00～20：00

14
20：00～21：00

14
19：00～20：00

14
18：00～19：00

22
6：30～7：30

21
19：00～20：00

〃

17
8：00～9：00

22
8：00～9：00

22
19：00～20：00

22
18：30～19：30

22
19：00～20：00

22
18：00～19：00

22
19：00～20：00

22
18：00～19：00

22
11：00～12：00

2月

 
ペットボトルのリングは、取り外さなくても良くなり、
分別がしやすくなりました。 
リサイクルにご協力ください。 

1,712
450
428
821
1,204
760
1,633
1,009
720
1,565
509
423
376
426
38
553
252
76

12,955
8

1,811
533
454
876
1,226
790
1,696
1,093
727
1,603
497
662
374
455
33
562
281
80

13,753
7

3,523
983
882
1,697
2,430
1,550
3,329
2,102
1,447
3,168
1,006
1,085
750
881
71

1,115
533
156

26,708
15

1,146
353
318
599
764
515
1,107
713
521
1,040
475
615
269
254
23
315
154
47

9,228
14

内灘町字別人口世帯数 平成13年12月末

向 粟 崎
ア カ シ ア
旭 ヶ 丘
緑 台
千 鳥 台
向 陽 台
鶴ヶ丘1･2･3丁目
鶴ヶ丘4丁目
鶴ヶ丘5丁目
大 根 布
大 清 台
大 学
ハ マ ナ ス
宮 坂
北部土地区画
西 荒 屋

室
湖 西

計
前 月 増 減

区　分
人　　　　口

男 女 総 数
世帯数

発　行
内灘町総務部総務課（毎月５日発行）
〒920-0292  石川県河北郡内灘町字大学1丁目2番地1
TEL（076）286－1111 FAX（076）286－0617
HP http://www.nsknet.or.jp/uchinada/

広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報係まで　☎286－6720

2～3月の休日当番医
診療時間　9時～17時30分

日付 病 院 名 住　　　所 T E L

2/10
（日）

2/11
（月･祝）

2/17
（日）

2/24
（日）

3/3
（日）

茶谷医院（内･小） 内灘町西荒屋53 286-8478

酒井医院（内･小･外） 津幡町加賀爪ホ30 289-2006

角田医院（内･小） 高松町高松ナ15-1 281-0012

たなべ眼科医院 津幡町北中条8-57-1 289-6340

浅野医院（内･小） 宇ノ気町宇野気リ135 283-0002

上島産婦人科医院（産婦･内）津幡町清水ア25 289-2233

北谷クリニック（消･外･小･内）高松町高松ア1-1 281-8801

二宮内科医院（内･小） 津幡町潟端ト70-8 288-3188

たにぐち眼科医院 内灘町大学2丁目197 286-6222

さかきばら内科医院 津幡町庄ト1-15 288-7770

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞などで確認してください。

片山　弘さん「緑十字銀賞」受賞
交通安全国民運動中央大会

１月18日（金）東京都の日比谷公会堂で常陸宮、同妃

両殿下ご臨場のもと、第42回交通安全国民中央大会が

開催されました。その席上で内灘町鶴ヶ丘４丁目の片山

弘さんが、交通栄誉章「緑十字銀賞」、婦人の外与子さ

んに「感謝状」が授与されました。

片山さんは、昭和45年に内灘

町防犯と交通安全推進隊に入隊さ

れ、永きにわたり交通事故防止と

その啓発運動に携わり、交通事故

撲滅に献身的な尽力をしてこられ

ました。今までに石川県知事表彰

をはじめ数々の表彰を受けられ、

この度めでたく全国表彰を受ける

に至りました。受賞を心よりお慶

び申し上げると共に今後益々のご

活躍を期待いたします。


